
『
屏
風
土
代
」
を
読
む

大
江
朝
綱

の
漢
詩
を
め
ぐ

っ
て

本

間

洋

一

は
じ
め
に

延
長
六
年

(
九
二
八
)
、

当

時
大
内
記

で
あ

っ
た
大

江
朝
綱
は
下
命

に

依
り
内
裏

御
屏
風
絵

六
帖

に
題

す
る
漢

詩
を
作

っ
た
。

そ
れ
を
少
内

記
小

野
道

風
が
清
書

に
先
立

っ
て
下
書

き
し
た
も

の
が
今

日
世

に
伝

え
ら
れ

て

い
る
所

謂

『
屏
風
土
代
』

で
あ
る
。

こ
れ
迄
疑

い
な
き
道

風

の
書
蹟

と
し

て
喧
伝

さ
れ
、
多

く
の
刊
行
物

に
書
影

が
掲
載

さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
漢

詩
全
体

に

つ
い
て
は
十
分

な
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難

い
よ
う

だ
。

そ
の
意
味

で
近
時
丹
羽
博
之
氏

が
試

み
た
白
居
易
詩

の
影
響

の
検
証

は
大

い
に
意
義

の
あ

る
も

の
で
は
あ

っ
た
が
、
十

一
首
全
体

の
詩

や
訳
を

俎
上

に
載

せ
る
に
至

ら
な
か

っ
た
の
は
惜
し

ま
れ
る
。
稿
者

は
日
本
漢
文

学
を
学

ぶ
傍

ら
、
聊

か
書

に
遊

ぶ
癖
を
持
ち
、

こ
れ
迄
幾
度
と

な
く
手
習

い
臨
書

に
こ
の

『
屏
風
土
代
』
を
採
挙
げ
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
そ

の
度

に

疑
問

に
思

っ
て
い
た
本

文

の

一
端

に

つ
い
て
旧
稿

に
記
し
た

こ
と
も
あ
る

が
、
以
下

で
は
七
律

八
首

七
絶

三
首

の
注
解

を
試
み
大

方

の
御
批

正
を
受

け
た
く
思
う
。
猶
、

以
下

で
検
討

す
る
漢
詩

の
本
文

は

『大

日
本
史
料
』

(第

一
編
之
六
)

の
翻
刻
本
文

(但

し
、

旧
字
体

で
は
な
く
現
行

の
字
体
)

を
基
本

に
し
て
い
る
が
、
書
影

(清
雅
堂
版

コ
ロ
タ
イ
プ

〈
昭
和

四
六
年

刊
〉
等
)

の
諸
書
も
披
見
確
認

し
て
い
る
。

春
日
山
居

春
日
山
居

古
洞
春
来
対
碧
湾

古
洞

春
来
り
て

碧
湾
に
対
す

茶
煙
日
暮
与
雲
閑

茶
煙

日
暮
れ
て

雲
と
与
に
閑
か
な
り

八

一



『屏
風
土
代
』
を
読
む

山
成

向
背
斜

陽
裏

山

向
背

を
成

す

斜

陽
の
裏

水
似
廻
流
迅
瀬
間

水

廻
流
に
似

た
り

迅
瀬

の
問

草
色
雪
晴
初
布
護

草

の
色
は

雪
晴
れ

て

初
め

て
布
護
し

鳥
声
露
暖
漸
綿
巒

鳥

の
声
は

露
暖
か

に
し

て

漸
く
綿
蛮
た
り

誰
知
堀
上
独
遊
客

誰
か
知
ら
ん

堀
上

に
独
り
遊
ぶ
客
を

疑
是
留
侯
授
履
還

疑
ふ
ら
く
は
是
れ

留
侯

の
履
を
授
け

て
還
る
な

ら
ん
か
と

こ
の
詩

に

つ
い
て
は
既

に
旧
稿

で
言
及
し

て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
第
六

句
末
尾

は

「
綿
蛮
」
と
本
来
あ

る
べ
き
な

の
に
、
書
影

で
は

「
綿
巒
」

に

作

る
こ
と

の
疑
問
を
中
心

に
述

べ
た
。
若
干
補
足
す

る
と
、
『
屏
風
土
代
』

の
朝
綱
詩

は
藤
原
公
任

の
撰

に
成

る

『
和
漢
朗
詠
集
』

に
八
聯
も
摘
句

さ

れ
て
い
る
が
、

本
詩

に

つ
い
て
言

え
ば
頷
聯

(巻
下

・
山
水
五
〇
八
)
・

頸
聯

(巻
下

・
草

四
三
八
)

の
四
句

が
所
収

さ
れ
て
、
恐

ら
く
相
当

に
注

目

さ
れ
た
作

で
あ

っ
た
こ
と

が
知

ら
れ
る
。

堀
部
正

二

(
『校
異
和
漢
朗

詠
集
』
大
学
堂
書
店

・
昭
和

五
六
年
七
月
)

の
校
異

に
も
見

え
て
い
る
よ

う
に
、
現
存

最
善
本

と
し

て
よ
く
知

ら
れ
る
御
物
本

(伝
藤
原
行
成
筆
粘

葉
装

二
冊
本

)

で
も
実

は

「蛮
」

で
は
な
く

「巒
」

に
作

っ
て
い
る
。

つ

ま
り
遡
り
う
る
最
も
古

い
と
考

え
ら
れ
る
本
文

は
共

に

「巒
」

(朝
綱

に

は
納

得
し
難

い
本

文
だ
ろ
う
と
稿
者

は
臆

測
す
る
)

な

の
だ
と

い
う

こ
と

八
二

を
改

め
て
確

認
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
通
釈
に

つ
い
て
は
、

「
(久

し
い
歳
月

の
経
過

を
感

じ
さ
せ
る
)

仙
界
を
思
わ
せ
る
俗
外

の
地

に
春
が
訪

れ
、

(山
中

の
庵
、

或

は
そ

の
住

人
は
)
美
し
い
み
ど
り
に
澄
ん
だ
入
江

の
方

を
向
き
、
茶

を
沸

か
す
煙

は

夕
暮
れ
時

に
棚
引
く
雲
と
共

に
の
ど
か

に
立
上

る
。
夕
陽
を
受
け
る
山

並

は
明
る
く
照
ら
さ
れ
る
処
も
あ
れ
ば
暗
く
翳
る
処
も
あ
る
と

い
う
た
た
ず

ま

い
で
あ
り
、
滾

つ
早
瀬
あ
た
り

で
は
、
川
は
逆
巻
き
流
れ
上
る
か
と
思

わ
れ

る
ば
か
り

で
あ
る
。
雪
が
晴
れ

(春
と
な

っ
て
地
上

の
雪
が
消
え
る

に

つ
れ
)

て
美
し

い
草

の
緑

は
見
渡
す
限
り

に
拡
が
り
、
朝
方

に
下
り
敷

く
露

の
春

ら
し
く
暖

か
く

な
る

に

つ
れ

て
、
鳥

(鶯

を
意
識

し

て
い
よ

う
)

の
声
も

い
か

に
も
楽
し
げ

に
聞

こ
え
来

る
。
土

で
造
ら
れ
た
橋

の
ほ

と

り
に

一
人
散
策
す

る
人
物

の
こ
と

は
誰
も
知

る
ま

い
が
、

ひ
ょ

っ
と
し

て
あ

の
留
侯

(張
良
)
が
老
父

に
履
を
拾

っ
て
は
か

せ
て
や

っ
て
帰

る
、

と

い
う
と

こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
」
と

い
う
程

の
意
と
し

た
。

こ

こ
で
表

現

や
語

彙

に

つ
い
て
若

干
付

記
し

て
お
き

た

い
。
「
古
洞
」

「碧
湾
」

は
存
外

用
例
稀

な
表
現

か
も
知

れ
な
い
。

洞

は
仙
洞

の
イ
メ
ー

ジ
を
揺
曳

さ
せ
、
碧

は
美

し
く
澄

ん
だ
世
界
を
表
象
す

る
こ
と
が
多

い
。

こ
の
山

居
が
塵
垢

に
塗

れ
た
俗
世

と
隔
絶

し
て
い
る
こ
と
を
暗

示
す

る
。

ま
た
、
周
知

の
よ
う
に
中
国

の
喫
茶
詩

は
唐
代

に
よ
く
見

え
る
よ
う
に
な



り
白
詩

に
も
少

な
く
な
い
。
本
朝

で
は
勅
撰
漢
詩
集

以
後

ま
ま
詠

ま
れ

る

よ
う

に
な
る
。

「
蕭
然
幽
興
処
、

院
裏

満
二
茶
煙

一」

(嵯
峨
天
皇

「秋

日

皇
太
弟
池
亭
賦
二
天
字

一」

『凌
雲
集
』
)

は
比
較
的
早

い

「
茶
煙
」

の
例

の

一
つ
だ
が
、
皇
太
弟
池
亭

は
い
わ
ば
俗
外

の
清
澄

な
空
間

で
あ

っ
た
か

ら
だ

ろ
う
。

「
客
至
茶
煙
起
、

禽
帰
講
席
収
」

(
劉
禹
錫

「秋

日
過

二
鴻
挙

法
師
寺
院

一便
送

レ
帰
二
江
陵

一」
)

「六
時
仏
火

明
珠
綴
、
午
後
茶
煙
出

二
翠

微

一」

(章
孝

標

「題
二
碧

山

寺
塔

一」

『千

載

佳
句
』
巻

下

・
寺

一
〇

二

七
)
等
、
唐
代
詩

に
は
寺
院
題

の
詩

に
点
綴
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
少
な
く

な

い
が
、

そ
こ
が
俗
外

の
静
寂
清
澄

さ
を
有
す

る
場

で
あ

っ
た
か
ら

に
他

な

る
ま

い
。

「
与

レ
雲
閑
」

に

つ
い
て
は
丹
羽
氏
が

「静
将

レ
鶴
為

レ
伴
、

閑
与

レ
雲
相
似
」

(「
和
二
裴
侍
中
南
園
静
興
見

レ示
」

『
白
氏
文
集
』

巻
六

三

・
三
〇

=

一)

と
の
類
似
を
指
摘

し
、

「独

遊
」

も
白
詩

に
よ
く
見
え

る
語
と
す

る
が
、

そ

の
他

で
も
恐
ら
く

「向
背
」

「斜

陽
」

「草
色
」

「
鳥

声
」

「
誰
知
」

「疑

是
」

等
は

あ
り
ふ
れ
た
語
彙
だ
が

白
詩

に
よ
く

見

え
る
語

彙

と
言

っ
て
良

い
。

「水

似
二
廻

流

一」

に
は

「百

川

未
レ
有

二
廻
流
水

一、

一
老
終
無
二
却
少
人

一」

(「
春
去
」

『
白
氏
文
集
』

巻

一
七

・

一
O
二
二

『
千
載
佳
句
』
巻
上

・
老
五
三
二

『
新
撰
朗
詠
集
』
巻

下

・
老
人
六
七
六
)
が
意
識
さ
れ

て
い
る
か
も
知
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
白

詩

の
表
現
は
以
下

の
詩

で
も
強
調
す
る
よ
う

に
基
本

の

一
つ
と
言

っ
て
良

『屏
風
土
代
』
を
読
む

い
だ

ろ
う
が
、
勿
論

そ
れ

の
み
で
は
な

い
。
稿
者

は

「
迅
瀬
間
」

に
道
真

の

「松

低
二
老
葉

一
危
巌

下
、
水
噴
二
寒

花

一迅

瀬
間
」

(
「衙

後
勧
二
諸

僚

友

一土
ハ遊
二
南
山

一」

『
菅
家
文
草
』

巻

三
)

を
想
起
し
た
り
、

敷
き
施
す

意

の

「
布
護
」

(或
は
護
は
漫

に
作
る

べ
し
)

が

『文
選
』

に
よ
く
見
え

る
語

で
あ

っ
た

こ
と
も
喚
起

さ
れ

て
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

さ

て
、

「
露

暖
」

は
以
後
本
朝
詩

に
よ
く
見
え

一
般
的
な
表
現
と
な

っ
て
い
る
が
、
中

国
古
典
詩

の
世
界

で
は
必
ず
し
も

そ
う

で
は
な

い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

勿
論

「先
知
二
風
起

一月
含

レ
暈
、
尚
自
露
寒
花
未

レ
開
」

(李
商
隠

「
正
月

崇
譲
宅
」
)

な
ど
と
早
春

に
詠
ま
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、

露
は
秋

の
も

の

で
あ

る
こ
と
が

一
般

で
、
清
冽
さ
や
は
か
な
さ
を
示
す
比
重
が
大
き

い
よ

う

に
思
わ
れ
る
。
「
雨
露
恩
」

(自
然

の
恵
み

・
天
子

の
恩
寵
)
な
ど
と

い

う
表

現

も

あ

り
、
例

え

ば

そ

こ

に
情

愛

的

ぬ
く

も

り

を
感

じ

と

っ
て

「
暖
」

に
意
味
を
繋
げ
る
脈
路
迄
も
否
定
し
な

い
が
、

少
な
く
と
も
春

の

季
節
と
直
結
す
る
自
然
表
現
と
し

て
は
本
朝
的
な
色
合
が
濃

い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

尾
聯

の

「
堀
上
」
(
『
大
日
本
史
料

』
翻
刻

の

「
妃
」
は
否
)

の
故
事

は

所
謂

「子
房
取

履
」

(『
蒙
求
』
)

と

い
う
故
事

で
、

張
良

の
こ
と
は

『史

記
』

(巻

五
五

・
留
侯
世
家

)

『
漢
書

』

(巻

四
〇

・
張
良

伝
)

等

に
も
勿

論
見
え
、

本
朝

で
も

「
史
記
講
竟
賦
二
得
張
子
房

」

(嵯
峨
天
皇
、

『
文

八
三



『
屏
風
土
代
』
を
読
む

華
秀
麗
集
』
巻
中
)

と
採
挙
げ

ら
れ
、
先

の
故
事

に
し
て
も

「孫
子
張
良

彼

何
物
、
六

韜

三
略

用
二
此
春

一」

(空

海

「
贈
三
伴
按

察
平

章
事

赴
二
陸

府

一」

『
性
霊
集
』

巻

二
)

「
張
良

一
巻
師
、

万
古
功
名
鐫
」

(大

江
匡

衡

「
述
懐
古

調
詩
」

『
江
吏
部
集
』
巻
中
)

な
ど
と
詠

ま
れ
て
よ
く
知

ら
れ
て

い
た
も

の
と
言
え
よ
う
。
白
詩

に
は
張
良

(子
房
)

の
名

は
見
え
て
も
こ

の
故
事

を
詠

む
句

は
な
い
よ
う
だ
。
唐
詩

で
こ
の
故
事
を
詠

ん
だ
最
も
有

名
な
作

と
言

え
ば
、

恐

ら
く
李
白

「
経
二
下
邵
堀
橋

一懐

二
張
子
房

一」

詩

で
あ
ろ
う
が
、
本

詩

の
作
者
朝
綱

が
そ
れ
を
読

ん

で
い
た
か
ど
う
か
は
不

明
と
い
う
他

な

い
。

二
尋
二春
花
一

春
の
花
を
尋
ぬ

見
説
林
花
処
々
開

見
説
く

林
花
処
々
に
開
く
と

晨
興
並
馬
土
ハ尋
来

晨
に
興
き

馬
を
並
べ

共
に
尋
ね
来
る

青
糸
繆
出
陶
門
柳

青
糸

繆
出
だ
す

陶
門
の
柳

白
玉
装
成
庚
嶺
梅

白
玉

装
ひ
成
せ
り

庚
嶺
の
梅

香
迸
宜
張
双
袖
受

香

迸
り
て

宜
し
く
双
袖
を
張
て
受
く
べ
く

花
勾
偸
折

一
枝
廻

花
勾
く
し
て

楡
か
に
一
枝
を
折
て
廻
る

翻
嫌
春
鳥
欺
遊
客

翻
て
嫌
ふ

春
鳥
の
遊
客
を
欺
い
て

八

四

空
勧
提
壼
不
勧
盃

空

し
く
提
壼
を
勧
め

て
盃
を
勧
め
ざ

る
こ
と
を

一
首

は

「聞

け
ば
林

の
花

が
至

る
処

で
咲

い
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
こ

で
朝
早

く
起
き
、
友

と
馬
を
並

べ
て
花
を
尋

ね
来

た
。
す

る
と
、
柳

は
芽

吹
き
緑

の
糸
を
繰

り
出
す
如

く

で
、

(
そ
の
家

の
柳

は
)

さ
な
が
ら
陶
門

の
柳

か
と
思

わ
れ
る
風
情
。
梅

も
咲

い
て
白

い
玉

で
飾

り
立

て
ら
れ
た
よ

う
に
見
え
る
の
は
、

ま
る
で
庚
嶺

の
梅

そ
の
も
の
と
い
う
気

が
す
る
。
花

の
香

り
は
あ
た
り
に
あ
ふ
れ
出

て
い
る
の

で
両
袖

を
拡
げ

て
受

け
と
め
る

も
良

い
し
、
花

弁

は

一
面

に
満

ち

み
ち

て
い
る

の
で
人
知

れ
ず

一
枝

手

折

っ
て
め
ぐ
り
行
く
の
も
良

い
。

そ
れ
な

の
に
春

の
鳥
は
花
見
客

を
欺
い

て
、
た
だ
酒
壺

を
下

げ
よ
と
囀
り
促
す
ば
か
り

で
酒
盃
を
勧
め

て
く
れ
ぬ

の
は
気

に
く
わ
ぬ

こ
と
だ
」
と

い
う
程

の
意

。

丹
羽
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に

「
尋
花
」

「尋
春
」

な
ど

の
語
は
白

詩

に

も
見
え
、

確

か
に

「
貧
家
薙
草
時

々
人
、

痩
馬
尋
・
花
処

々
行
」

(「
贈
二

楊
秘
書

巨
源

一」
『
白
氏

文
集
』
巻

一
五

・
〇
八

四
五
)
な

ど
と
詠

ん

で

い
る

の
も
参
考

に
な

っ
た

で
あ
ろ
う
。
「
見
説
」

(「
聞
説
」
「
聞
道
」

に
同

じ
)
「
処
々
」
「
晨
興
」
も
白
詩

に
見
え
る
が
、

一
般
的
語
彙

の
範
疇

に
入

ろ
う
。

騎
馬
を
共

に
し

て
並

び
行
く
意

の

「並

馬
」

は

『
万
葉
集
』

に

「
馬
並

而

三
芳

野

河
乎
」

(
一
一
〇

四
)

「馬

並
而
高

山
部

乎
」

(
一
八

五

九
)
等
と
見
え

る
。
が
、
唐
詩

で
は

一
般
的
語
彙
と
ま

で
は
言
え
な

い
か



も
知

れ
な
い
。

頷
聯

は

『和
漢
朗
詠
集
』

(巻
上

・
梅
九
〇
)

に
採

ら
れ
た
名
句
。

柳

枝

を
糸

に
見
立

て
る

の
は

「
吁

嗟
細

柳
、
流
二
乱

軽
糸

一」

(枚
乗

「柳

賦
」

『
初
学
記
』

巻

二
八

・
柳
)

「
楊
柳
乱
成

レ
糸
、

攀
折
上
春
時
」

(
梁

簡
文
帝

「折
楊
柳
」

『芸
文
類
聚
』

巻
八
九

・
楊
柳
)

な
ど
と
古

く
か
ら

見

え
、

「
青
糸
」
も

「准
擬

三
年
後
、

青
糸
払
二
緑

波

一」

(「
種
レ
柳

三
詠
」

其

二

『
白
氏
文
集
』

巻
六
五

・
三

二

一
五
)

「
好
風
悄
借
低
枝
便
、

莫
レ

遣
三
青
糸
掃
二
路
塵

一」

(楊
巨
源

「
賦
三
得
潮
岸
柳
留
辞
二
鄭
員
外

一
」)

と

あ

り
、

本
朝

で
は

「青
糸
柳
陌
鶯
歌
足
、

紅
蕊
桃
渓
蝶
舞
新
」

(石
上
宅

嗣

コ
ニ
月
三

日
於
二
西
大
寺

一侍

レ
宴
」

『
経
国
集
』
巻

一
〇
)

が
早

い
例
。

柳
枝

は
他

に
千
糸

・
万
条
糸

・
緑
糸

・
黄
糸

・
麹

塵
糸

・
如

レ
糸
な
ど

と

表
現

さ
れ
る
こ
と
も
多

い
が
、
次

の

「繆
出
」

の
語

と
絡

あ

て
考

え
れ
ば
、

や
は
り

『
千
載
佳
句
』

(巻
上

・
春
興

四
四
)

『和
漢
朗
詠
集
』

(巻
上

・

梅

九

〇
)
に
も

採

ら

れ
た

「
柳
糸

嫋

々
風

繆

出
、
草

縷

茸

々
雨

剪
斉
」

(天
津
橋
」
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八

・
二
八
七

五
)
を
意
識

し
た
も
の
で
あ

る
こ
と

は
疑

え
な
い
で
あ

ろ
う
。

「
陶
門
柳
」

は

「
宅
辺
有
二
五
柳
樹

一」

(陶
潜

「
五
柳
先
生
伝
」
)

の
故
事

に
依

り
、

「陶
令
門
前

四
五
樹
」

(
「楊

柳
枝
詞
八
首
」

其

二

『
白
氏
文
集
』

巻
六

四

・
三

=
二
九
)

「陶
令
門
前

冐
二
接
離

一」

(
李
紳

「柳

二
首
」

其

一
)

な
ど
と
唐
詩

に
も
よ
く
見

え
、

『
屏
風
土
代
』
を
読
む

本
朝

で
も

「
阿
誰
更
憶
二
陶
潜
家

一」

(
丹
治
比
清

貞

「
和
下
菅
祭

酒
賦

二
朱

雀

衰
柳

一作
上
」
『
凌
雲

集
』
)
等

以
後

よ
く
詠

ま
れ

る
も

の
と

な

っ
て
い

る
。

「白

玉
」

は
白
詩

に
も
多
く
見
え

る
が
、

梅
花
を
見
立

て
た
例

は
な

い
。

同

じ
手
法

の

一
例

に

コ

樹
寒
梅
白
玉
条
」

(戎
笠

〈又

は
張
謂
〉

「早
梅
」
)

を
挙
げ

て
お

こ
う
。

ま
た
、

「
装
成
」

は

「
金
屋
粧
成
嬌
侍
レ

夜
」

(
「長
恨
歌
」

『白
氏
文
集
』

巻

一
二

・
〇

五
九
六
)

等

と
白
詩

に
よ

く
用
い
ら
れ
る

「粧
成
」

と
殆

ど
同

じ
と

み
て
よ
い
か
。

「庚
嶺
」

は
梅

の
名
所

の
大
庚

嶺

の

こ
と

で
、

「大

庚
天

気
冷
、
南

枝
独

早
芳
」

(李
嬌

「梅
」
)

と
詠

ま
れ
る
。
張
方
注

(
『李
嬌
百
詠
注
』
)

に

「大
庚
嶺
上
梅
、

南
枝
落
、
北
枝
開
」
と
見

え
、

そ
の
文

は
ま
た

「南
枝

〈大
庚
嶺
上
梅
、

南
枝
落
、
北
枝
開
〉
」

(
『白
氏
六
帖
』
巻

三
O

・
梅
)

と
同
文

で
も

あ
り
、

二
書

の
関
係
を
考

え
さ
せ
ら
れ
な
く
も

な
い
の
だ

が
、

と
も

あ
れ
、

こ
の

故
事

は

『
坤
元
録
』

(『
朗
詠
私
注
』
巻
上

・
早
春

一
一
保
胤
詩
序
所
引
古

注
)
『
広
州
記
』

(
『文
鳳
抄
』
巻
八

・
梅
)

に
も

記
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

勿
論
白
詩

に
も

「
庚
嶺
梅
花
落
二
歌
管

一
、

謝
家
柳
絮
撲
二
金
田

一」

(
「福

先
寺
雪
中
餞

二
劉
蘇
州

一」

『
白
氏
文

集
』
巻

五
七

・
二
七

八
八

『千
載
佳

句
』
巻
上

・
雪

二
九

四
)

と
確

か
に
詠

ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
平
安
朝
詩

人

が
好

ん
で
繰
返

し
詠

ん
だ
程

に
、
六
朝

や
唐

の
詩

の
世
界

で
は
愛
用

さ

れ
な
か

っ
た
も

の
の
よ
う
で
も

あ
る
。

八
五



『屏
風
土
代
』
を
読
む

頸

聯

の

「
迸
」

に

つ
い

て
も
白

詩

に

「雪

迸
」
「
水

漿

迸
」
「
迸

竹
」

コ
涙
迸
」

な
ど
が
見

え
、

本
朝

で
も

「始
抽
迸
笋
排

二
大
筆

一」

(
「題

二
橘

才
子
所
居
池
亭

一」
『
田
氏
家
集
』
巻
上
)

「迸
笋
未

レ
抽
二
鳴
鳳
管

　」

(兼

明
親
王

「
禁
庭
植

レ
竹
」

『和
漢
朗
詠
集
』

巻
上

・
竹

四
三
三
)

と
継
承

す

る
作
あ

る
も
、

「香
迸
」

と
嗅
覚

に
用

い
た

の
は
珍
し

い
か
。

後
年

の

「
経

レ
年
香
迸
衣
開

レ
匣
」

(藤
原
敦
光

「
早
夏
言
志
」

『本

朝
無
題
詩

』
巻

四

・
二
五
五
)

は
朝
綱

の
表
現
を
受

け
た
も

の

で
あ
ろ
う
。

「
双
袖
」

は

両
袖

の
こ
と

で
白
詩

に
も
見

え

て
さ
し

て
珍
し

い
語

彙

で
は
な

い
が
、

「
漸
扇
試
張
二
双
袖

一立
、

緩
吹
先
入
二
御
爐

一来
」

(慶

滋
保
胤

「
風
遅
花

気

濃
」
『
類
題

古

詩
』
四
六
)

「吹

口

追
准

重

陽
盞
、
張

レ
袖

重

貪
往

日

香
」

(紀
斉
名

「
菊
残
秋
意
留
」
同
上
、
七
五
)

や

「
風
底
香
飛
双
袖
挙
、

月
前
杵
怨
両
眉
低
」

(旦
ハ平
親
王

「
擣
衣
」
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上

・
擣
衣

三

四
九
)
な
ど

の
作

は
朝
綱

の
本
句
を
意
識
し

た
表
現
か
も
知
れ
な

い
。

次

の

「
花
勾
」

こ
そ
は
本
詩
中
最
も
気

に
な

る
部
分

で
あ

る
。
添
書
し

て
い
る

「
葩
」

は

「
花
」
と
同
韻
字

(麻
韻
)

で
訓
も

「
ハ
ナ
」

で
同
じ

で
あ

る
が
、
音

は
勿
論
異
な
り
、

二
字

は
異
体
字
関
係

で
も

な
い
。
第

一

句

の

「
花
」

に
続
き

こ
こ
で
ま
た

「
花
」
を
用

い
る
こ
と

に
朝
綱

は
抵
抗

な
か

っ
た
だ

ろ
う
か

(愚
考

で
は

「
花
」
も
強
ち
否
定
し
な

い
が
、
「
葩
」

が
無
難
か
)
。
「
葩
」

の
添
書
き

は
何
を
意
味
す

る
の
か
。
朝
綱

の
案
稿

に

八
六

出

る
も

の
か
、

そ
れ
と

も
道
風

の
書
案

か
明
確

で
は
な

い
。
更

に
次

の

「
勾
」

は
何
と
訓
む

べ
き
な

の
か
、

稿
者

に
決
定
訓
が
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。

『
屏
風
土
代
』

の
本
文
翻
刻

に
は
、
丹

羽
氏

の
よ
う
に

「花
匂
」

と

す

る
も

の
も
少
な
く
な

い
。

だ

が
、

こ
の

「勾

」

字
を

「
匂

」

と
解
し

て
良

い
も

の
か
ど
う
か
、
全
く
問
題
が
な

い
と

は
言

い
き
れ
な

い
。
近
年

の
論

で
も

「
匂
」
字
が
何
時
ど

の
よ
う

に
し

て
誕
生
し
た

の
か
明
ら
か

に

な

っ
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
よ
う

で
、
稿
者
も
今

こ
こ
で
そ
れ

に

つ
い
て

論

ず

る

つ
も

り

は
な

い
。
前

掲

の
訓

読

は

「
勾

〈谷
、

ア

マ
ネ

シ
〉
」

(『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
法
下
)
と
見
え

る
の
に
仮

に
従

っ
た

に
過
ぎ

な

い
。

割
注

の

「谷
」

は
、

「
勾
」
字

の
前

に
掲
げ

ら
れ
て
い
る

「
句
」

の
俗
字

で
あ

る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

そ
し

て
、

そ
れ

(字
様

に
お
け

る

「
ム
」
と

「
ロ
」

の
交
替
)

は
王
朝
文
人
達
も
用

い
た

『
干
禄
字
書
』

に
も
見
え
、
異
体
字
資
料

(字
様
書

や
韻
書
)
か
ら
窺
え

る
異
体
字
派
生

の
類
型
と
し

て
何
ら
問
題

の
な

い
変
化
な

の
だ
が
、
先

の

『
名
義
抄
』

の

訓

に
は
疑
念
を
抱
か
ざ

る
を

え
な

い
。

そ
の
訓

は
恐
ら
く

「
匂

〈羊
倫
反
、

遍
也
〉
」

(『
王
仁
陶
刊
謬
補
欠
切
韻
』
)
を
反
映
す

る
も

の
で
は
あ

る
ま

い

か
。

と
す
る
と
、
先

の

「
勾
」

は
本
来

「
匂

〈
ア
マ
ネ

シ
〉
」
と
あ

る
べ

き

は
ず

の
も

の
で
は
な
か

っ
た
か
と
考

え
ら
れ

る
。

『
名
義
抄
』

は
院
政

期
頃
迄

の
訓
読

の
成
果
が
盛

ら
れ

て
い
る
字
書

で
あ

る
。
先

の

「勾

く
ア



マ
ネ

シ
〉
」
は

一
体

い
か
な
る
書
か

ら
採

取
し
た

も

の
な

の
だ

ろ
う
か
。

そ
の
詮
議

は
多
分

不
可
能

だ
ろ
う
が
、
稿
者

は
万
に

一
つ
の
可
能
性

と
し

て
、

こ

の
道

風
書

の
朝
綱
詩

の
訓
読

に
求

め

て
み
た
い
と
考

え
る
の

で
あ

る
。
漢
詩
人

の
朝

綱
が

「花
匂
」

で
な
く
し

て

「花

勾
」

と
作

っ
た

の
だ

な
ど
と

安
易

に
稿
者

は
認
め

る

こ
と
は

で
き

な

い
し
、
彼

が
ま

た

「
花

匂
」
と
作

っ
た
証
拠
も
な

い
。

こ
の
書
蹟
が
道
風

の
真
筆
と
す
る
な
ら
、

先

の

「
巒
」
同
様

に
、

こ
れ
も
彼

の
瑕
疵
と
さ
れ
る

べ
き
も

の
な

の
で
は

な

い
か
。
が
、
し
か
し
そ

の
字
形
と
訓
み
は
受
け
継
が
れ
字
書
と

い
う
規

範
書

に
登
録
さ
れ

て
し
ま

っ
た
…
…
と
臆
測
し
た
く
な
る
わ
け

で
あ
る
。

次

の

「
楡

+
動
詞
」

の
熟

語
や
花

の

コ

枝
」

「遊
客
」

も
白
詩

に
よ

く
見

え

る
語
だ

が
、
何

よ
り

丹
羽
氏

が
指
摘

す

る
よ
う

に

「提

壼
」
は

「
厭

レ
聴
秋
猿
催
二
下
涙

一、

喜
聞
春
鳥
勧
二
提

壺

一」

(
「
早
春

聞
二
提
壺
鳥

一

因
題
二
隣
家

一
」

『白
氏
文
集
』

巻

一
六

・
O
九

二
六
)

な
ど
と
見

え
る
白

詩

に
負
う
と

こ
ろ
大
き

い
。
白
詩
が

「春

の
鳥

(提
壺
鳥
)
が
酒
壺
を
下

げ
飲
酒
を
勧
め

る
よ
う

に
鳴
く

の
は
喜
ば
し

い
こ
と
だ
」
と
詠
む

の
に
対

し

て
、

本
詩

は

「
(白
詩

で
は
あ

ん
な

こ
と
言

っ
て
る
が
、

結
局
)

酒
壺

下
げ

な
さ
い
と
言

う
ば
か

り
で
、
飲
め

と
は
言

っ
て
く

れ
て
な
い
じ

ゃ
な

い
か
」

と
絡

み
戯
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
猶
、

「被

レ
催
二
啼
鶯

一斟

レ
酒
久
、

好
携

二
遊
騎

一見

レ
花
頻
」

(輔
仁
親
王

「
暮
春
遊
二
西
山
古

洞

一」

『本
朝
無

『屏
風
土
代
』
を
読
む

題
詩
』
巻

一
〇

・
七
六
五
)

な
ど
と
春

の
鳥

で
あ

る
鶯

が
飲
酒
を
促
す

の

も
右

の
表
現

に
添

う
も
の
と
考

え
て
良

い
だ

ろ
う
。

三
惜

二
残
春

一

残

ん
の
春
を
惜
し
む

艶

陽
尽
処
幾

相
思

艶

陽
尽
き
な
ん
と
す
る
処

幾
ば
く
か
相
思

ふ

招
客
迎
僧
欲
展
眉

客

を
招
き
僧
を
迎

へ

眉
を
展

べ
ん
と
欲
す

春
入
林
帰
猶
晦
迹

春
は
林

に
入
り

て
帰
り

猶
し
迹
を
晦
し

老
尋
人
到
詛
成
期

老
は
人
を
尋
ね

て
到
る
も

詛
か
期
を
成
す

落
花
狼
藉
風
狂
後

落
花
狼
藉
た
り

風
狂
し

て
後

啼
鳥
龍
鍾
雨
打
時

啼
鳥
龍
鍾
す

雨
打

つ
時

樹
欲
枝
空
鶯
也
老

樹
は
枝
空
し
か
ら
ん
と
し

て

鶯
も
也
老
ゆ

此
情
須
附

一
篇
詩

此

の
情

須
ら
く

一
篇

の
詩

に
附
す

べ
し

一
首

は

「
春
も
終
わ

ろ
う
と

い
う
時
、
ど
れ
程
切
な
く
思
わ
れ

る
こ
と

か
。
客
人
を
招
待
し
僧
侶
を
迎

え
て
愁

い
を
解

こ
う
と
思
う
。
春

は
林

に

訪
れ

た
か
と
思
う
と
立
去

っ
て
や
は
り
姿
を
隠
し

て
し

ま
う
し
、
老

い
は

誰
も
約
束
し

て
な
い
の
に
人
を
尋

ね
て
や

っ
て
く

る
の
だ
。
風
が
激
し
く

吹

い
た
後
、
落
花

は
地
上

に
散

り
乱

れ
、
雨
が
強
く
降

る
時

に
は
、
啼

く

鳥

も
ず
ぶ
濡
れ

て
う
ち
萎
れ

て
い
る

こ
と
だ

ろ
う
。

(春

も
残

り
少
な
く

八
七



『屏
風
土
代
』
を
読
む

な
る
と
)
木
々
は
花
を
散
ら
し

て
枝
も
さ
び
し
く
な
り
、
鶯

の
声
も
老

い

て
し
ま
う
。
さ
れ
ば

こ
そ
残
春

の
心
情
は

一
篇

の
詩

に
認
め

て
お
く
必
要

が
あ
る

の
で
あ
る
」
と

い
う
程

の
意

。

残
り

の
春

を
惜
し
む
詩

は
、

「
落
花
無
限
雪
、

残
鬢
幾
多
糸
」

(
「
残
春

詠

レ
懐
贈
二
楊
慕
巣
侍
郎

一」

『
白
氏
文
集

』
巻
六
六

・
三

二
六

一
)

「
残
春

好

被
二
鶯

花

送

己

(
「
四
月

一
日
見
下
三

月
尽

日
春

被
二
鶯

花
送

　
之
題
上

不
レ
堪
二
威
歎

一作

レ詩

加
レ
之
」

『
江
吏
部
集
』

巻
下
)

の
よ
う
に
老

い
の

自
覚

と
落
花

や
鶯

(黄
鳥
)

と
共

に
詠

ま
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
白

詩

に
も
多
く
詠

ま
れ
る
が
、
丹
羽
氏

は
六
十
代
以
降

に
残
春

や
春
尽

の
作

が
多

い
と
指
摘

し
て
い
る
。

本
朝

の
先
行
詩
と
し

て
は

「
三
月
三
日
侍

二

朱
雀
院
柏
梁
殿

一惜
二
残
春

一
」

(『
菅
家
文
草
』

巻
六

)
が
あ
り
、
後
述
す

る
よ
う

に
朝
綱

の
脳
裏

に
は
道
真
詩
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

「
艶

陽
」
は

「
半
百

過
二
九
年

一、
艶

陽
残

一
一
日

一」

(
コ
二
月

三
十

日

作
」

『
自
氏
文
集
』

巻

五
二

・
二
二
九
〇
)

「
欲

レ
伴
仙
園
梅
李
樹
、

従

・

風
灑
落
艶
陽
春
」

(
滋
野
貞
主

「奉

レ
和

レ
翫
二
春
雪

乙

『
文
華
秀
麗
集
』

巻
下
)
な
ど
と
見
え

る
よ
う

に
春

の
こ
と
。
「
招
客
」
「
展
眉
」

は
白
詩

に

頻
出
す

る
語

で
あ
る
。

頷
聯

の

「
晦
迹
」

は
行
方
を

く
ら

ま
す
意

で
、

「
渭
浜
晦

レ
迹
南
陽
臥
、

若
比
二
吾
徒

一更
寂
寥
」

(許
渾

「
寄
二
隠
者

一」
)

「
大
士
古
来
無
住
著
、
名

八
八

山
晦
レ
迹
老

二
風
霜

一」

(嵯
峨
天
皇

「
哭
二
賓
和
尚

一」
『
文
華

秀
麗
集
』

巻

中
)

の
如
く
隠
者
や
玄

賓

の
よ
う
な
緇
流

の
ア
ウ
ト

ロ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い

表
現
だ

っ
た
。

こ

の
聯

は

「
春
」

「
老
」

を
擬
人
化
し

て
い
る
が
、
例

え

ば
後
者

に

つ
い

て
は

「楽

以
忘

レ
憂
、

不

レ
知
二
老
之
将
レ
至
」

(
『
論
語
』

述

而
)

の
言

が
あ

り
、
「
快
然

自

足
、
不

レ
知
二
老
之

將

ワ
至
」

(王

羲

之

「蘭
亭
叙
」
)

「
不
レ
知

二
老
將
ワ
至
、
独

自
放

二
詩
狂

一」

(
「洛
中
偶
作
」

『白

氏
文
集
』

巻
八

・
〇
三
七
九
)

「
忘
二
老
至

一、

計

二
身
安

乙

(紀
長
谷
雄

「山
家
秋
歌

八
首
」

其
七

『
本
朝
文
粋
』

巻

一
)

の
よ
う
な
表
現

の
系
譜

を
惹
起

さ
せ
ら
れ
る
。

猶
、

「詛
」

を
誰

の
意

で
訓

ん
だ

が
、

何

の
意

で

訓

ん
で
も
良

か
ろ
う
か
。

頸
聯

は

『和
漢
朗
詠
集
』

(巻
上

・
落
花

=

一九
)

に
採
ら
れ

る
名
高

い

一
聯

で
、
「
狼
」
「
龍
」

の
字
対
が
称
賛

さ
れ

る
作
だ
が
、
楊
巨
源
詩

の

対

を
参
考

に
し
た
も

の
と
も

い
う

(『
江
談

抄
』
第

四

・
13
)
。
有

名
な

「
落
花
狼
藉
酒
闌
珊
」

(李
焜

「
阮
郎
帰
」
)

は
朝
綱
作

よ
り
後

の
詠

で
あ

る
。
「
狼
藉
」
「
風
狂
」
「
龍
鍾
」
「
雨
打
」

は
い
ず
れ
も
白
詩

に
見
え
る
語

で
は
あ

る
け
れ
ど
、
稿
者
は
道
真

の

「
狂
風
第

一
吹
狼
藉
、
叱

々
怱

々
意

不
レ
勝
」

(「
翫
二
梅
花

一」
「
菅
家
文
草
』
巻

一
)

「声

寒
絡

緯
風
吹
処

、
葉

落
梧
桐
雨
打
時
」

(「
九

日
後
朝
同
賦
二
秋
思

一
」

『
菅
家
後
集
』
)

と
あ

る

作

に
も
注
目
し
た

い
と
思
う
。



尾
聯

の

「枝

空
」

に
は
先

ず
白

詩

の

「前

日
帰
時
花

正
紅
、
今
夜

宿
時

枝
半
空
、

坐
惜
二
残
芳
君
丕

レ見
、

風
吹
狼
藉
月
明
中
」

(「
夜
惜
二
禁
中
桃

花

一因
懐
二
銭
員
外

一」

『白
氏
文
集
』

巻

一
四

・
〇
七

四
八

『千
載
佳

句
』

巻

下

・
惜
花

六
七

七
)
「
争
忍

二
開
時

不

レ
同

レ
酔
、
明

朝
後

日
即

空
枝
」

(「
華
陽
観
桃
花
時
招
二
李
六
拾
遺

一飲
」

『
白
氏
文
集
』

巻

=
二
・
〇
六

二

三

『
千
載
佳
句
』
巻
下

・
翫
花
六
七

二
)
な
ど
と

い

っ
た
作
が
喚
起

さ
せ

ら
れ

る
。

そ
し

て
、

そ

の
下

の
三
字

に
は

「事

々
無
レ
成
身
也
老
」

(
「酔

吟
二
首
」

其

一

『
白
氏
文
集
』

巻

一
七

・
一
〇
六

四

『千
載
佳
句
』

巻

下

・
酔
八
二
四

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下

・
述
懐
七
五
五
)
も
あ

る
が
、
や

は

り
稿

者

は
道

真

の

「
花

已
凋

零

鶯

又
老
、
風

光

不
二
肯

為

レ
人

留

一」

(
コ
ニ
月
三
日
侍
二
朱
雀
院
柏

梁
殿

一惜

二
残
春

匸
)

と

の
関
係
を
思
わ
ず

に

は
い
ら
れ
な
い
。
先

に
も
触

れ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
春

も
残
り
纔
か
な
頃

は

「愁
応

二
暮
雨
留
教

レ住
、

春
被
二
残
鶯
喚

一遣
帰
」

(「
閑
居
春
尽
」

『白
氏

文

集
』
巻

六

六

・
三

二
六

二

『千

載

佳

句
』
巻

上

・
送

春

一

一
O
)

「可

レ
惜
鶯
啼
花
落
処
、

一
壷
濁
酒
送
二
残
春

一」

(「
快
活
」

『白
氏
文
集
』

巻
五
六

・
二
六
八

四

『
千
載
佳
句
』
巻
上

・
送
春

一
一
一
)

な
ど
と
鶯
声

と
落

花

に

一
入
心

搖
さ

ぶ
ら
れ

る
も

の

の
よ

う

で
あ

る
。
末

句

の

「
此

情
」
も

白

詩

に

見

え
、
更

に

「
未

レ
能

レ
拠
二
筆

硯

一、
時

作

一
篇

詩
」

(「
自
吟
二
拙
什

一
因
有

レ
所

レ
懐
」

『白
氏
文
集
』

巻
六

・
〇
二
五
六
)
な
ど

『屏
風
土
代
』
を
読
む

と
も
詠

ん

で
い
た
。

四

林
塘
避

レ
暑

林
塘

に
暑
を
避
く

入
林
斗
藪
満
襟
埃

林

に
入

り

斗
藪
す

襟

に
満

つ
る
埃

看
取
香
蓮
照
水
開

看
取
す

香
蓮

の
水
を
照
ら
し

て
開
く
を

池
上
交
朋
唯
対
鶴

池
上

の
交
朋

唯
だ
鶴

に
対
ふ

の
み

樹
問
鋪
設
不
如
苔

樹
間

の
鋪
設

苔

に
如
か
ず

境
閑
客
熱
辞
身
去

境
閑

に
し

て

客
熱

身
を
辞
し

て
去
り

葉
密
松
風
払
面
来

葉
密

に
し

て

松
風

面
を
払

ひ
て
来
る

何
必
古

時
河
朔
飲

何
ぞ
必
ず
し
も

古

時

の
河
朔

の
飲

の
み
な
ら
ん

残

盃
更
被
晩
蠅
催

残
盃

更

に
晩
嬋

に
催

さ
る

一
首

は

「林
中

に
入

り
身

に
纒

う
俗
塵
を
払

い
落

と
し
、

(池

の
ほ
と

り

で
)
香

ぐ
わ

し
き
蓮

花

が
水

に
照

り
映

え

て
咲
く

の
を

伺

い
見

る
。

(
さ
て
)
池

の
ほ
と
り

に
交

わ
る
友
と
言

え
ば
唯
だ
差
向

い
の
鶴

ば
か

り

で
、
木

々
の
問

に
敷
き
展

べ
ら
れ

て
い
る
の
は
苔
。

こ
の
地

は
何
と
も
閑

静

で
、
訪

れ

る
人

の
身

か
ら
暑

苦
し

さ
が
消

え

て
ゆ
き
、
木

々
の
葉
が

び

っ
し
り
と
繁

っ
て
い
て
、
松
風
が
涼
や
か

に
顔
を
吹
き
払
う
。
避
暑

の

飲
酒
と
言
え
ば
、
古
く

は
河
朔

の
地

の
故
事
が
名
高

い
が
、
ど
う
し

て
そ

八
九



『屏
風
土
代
』
を
読
む

の
地

に
限

っ
た

こ
と

が
あ

ろ
う

(
こ

の
地

も
満
更
捨

て
た
も
ん

じ

ゃ
な

い
)
と
思

い

つ
つ
、
夕
暮
れ

の
嬋

の
声

に
飲
み
残
し

の
盃
を
ま
す
ま
す
促

さ
れ
た
次
第

で
あ
る
」
と

い
う
程

の
意
。

丹
羽

氏
が
指

摘
す

る
よ
う

に

「夏

日
与
二
閑

禅
師

一林
下

避
暑
」

(『
白

氏
文
集
』
巻
六
九

・
三
五
八
三
)

に
類
す

る
題
と

い
え

よ
う
。
避
暑

.
納

涼
詠

は
六
朝
以
来
数
多
く
、

白
詩

に
も
頻
出

す
る
。

「
林
塘
」

は
白
詩

で

は
散
策

の
場

(
「偶
作

二
首
」
其

二

『
白
氏
文
集
』
巻
五

二

・
二
二
八

四
)

で
あ
り
、

花
を
楽
し
む
芳
景
幽
致

の
処

(「
日
長
」

同
上

・
二
二
八
九
)

で
あ

っ
て
、
暑
気
を
避

け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
塵
外

の
地

と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。

首
聯

の

「
入
林
」
「
斗
藪
」
「
満
襟
」
「看

取
」
「
照
水

」
や
頷
聯

の

「池

上
」
「
樹
問
」
「
鋪
設
」
な
ど
す

べ
て
白
詩

に
も
例
が
あ
る
。
ま
た
、
白
居

易
が
鶴
を
愛
し
た

こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
、
丹
羽
氏
が
指
摘
す
る
通
り
朝
綱

も
そ

の
表
現

に
学
ん

で
い
る

こ
と
は
間
違

い
あ

る
ま

い
。
猶
、
第

四
句

の

背
景

に
は

「
青
苔
池
上
鎖
二
残

暑

一、

緑
樹
陰
前
逐
二
晩
涼

一
」

(「
池
上
逐

涼

二
首
」

其

一

『白
氏
文
集
』

巻
六
六

・
三

二
六

四

『
千
載
佳

句
』

巻

上

・
納
涼

=
二
九
)
あ

た
り
の
句
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
苔

は

『
千

載
佳
句
』
所
収
詩
句

で
も
山
中

・
幽
居

・
閑
居

・
禅
居
と

い

っ
た
俗
外

の

地

の
イ
メ
ー
ジ
を
醸
成
す

る
役
割
を
負

う
か
の
よ
う
だ
。

九
〇

頸
聯

の

「
境
閑
」

に
は

「
偶
得
二
幽

閑
境

一、
遂
忘

二
塵
俗
心

一」

(「
翫
二

新
庭
樹

}
因
詠

二
所
懐

一」

『白
氏
文
集
』

巻
八

・
〇
三
七
〇
)

の
句
が
喚

起
さ
れ

る
が
、

「客
熱
」

と
は
珍
し

い
語
。

「閑

レ
門
避

レ
暑
臥
、
出
入
不
二

相
過
」

(程
暁

「
嘲
二
熱
客

一」
)

と
詠

む

「
熱
客
」

は
暑

い
最
中

に
や

っ

て
来

る

客

人

の
意

だ

が
、
本

詩

で

は
客

人

の
暑

気

を

言

う

だ

ろ
う
。

「辞

レ
身
去
」

に
は

「金
章
紫
綬
辞

レ
腰
去
、
白
石
清
泉
就

レ
眼
来
」

(
「題

二

新

澗
亭

一兼
酬
二
寄

朝
中
親
故

見
7
贈
」

『白

氏
文
集
』
巻
六

九

.
三
五
八

四

『千

載

佳
句
』
巻

下

・
隠

士
九

七

九
)

の
類

が

参
考

に
な

ろ
う

し
、

「葉
密
」

「
松
風
」

「
払
面
」

も
白
詩

に
見

え
る
語
彙
。

コ

聞
滌
二
炎
暑

一
」

(
「松
声

」
『白
氏
文
集
』
巻

五

・
〇

一
九
四
)

の
が
松

風

で
あ
り
、

「冷
雨

涼
風
払
レ
面
秋
」

(「
韓
公
堆
寄
三
兀
九

一」
同
上
巻

一
五

・
O
八
六
五
)

の

よ
う

に
涼
や
か
な
風
が
顔
を
な

で
る

の
は
心
地

良

い
も

の
な

の
で
あ
る
。

尾
聯
は
避
暑

の
飲
酒
と
し

て
名
高

い

「
魏
文
帝
典
論
日
。
大
駕
都
許
使

光
禄
大
夫
劉
松
北
鎮
二
袁
紹
軍

一
、
与

二
紹
子
弟

一
日
共
宴
飲
。
常
以
二
三
伏

之
際

一昼
夜
酣
飲
、

極
酔
至
二
於
無
知

一、

云
一二
以
避

二
一
時
之
暑

一。

故
河

朔

有
二
避

暑

飲

一」

(『
初

学

記
』
巻

三

・
夏
。

他

に

『
芸

文

類

聚
』
巻

五

・
伏
、

参
照
)

の
故
事
を

ふ
ま
え
て
い
る
。

『
白
氏
六
帖
』

(巻
五

・

酒
)

に
も
採
ら
れ
る
も

の
の
白
詩

に
は
見
え
な
い
。

「
実
無
二
河
朔
飲

一、

空

有

二
臨

滔

汗

一」

(梁

・
何

遜

「
苦

熱

詩
」
)

は
早

い

一
例
。

「何

必
」



「
古
時
」
「
残
盃
」

は
白
詩

に
見
え

る
が

「
晩
蠅
」

は
無
く
、

そ
の
声
が
飲

酒
を

促
す

と

い
う
朝
綱

の
発
想

は
、
既

に
記
し

た
春
鳥

(提

壺
鳥
)

の

ケ

ー
ス
の
ヴ

ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ

ろ
う
か
。
猶
、
彈

に

つ
い
て
は

「
仲
夏
之

月

(中
略
)
嬋
始
鳴
」

(『
礼
記
』
月
令
)
と
あ
り
、
夏

に
詠
ま
れ
る

こ
と

も
勿
論
あ

る
の
だ
が
、
「
嫋

々
兮
秋
風
、
山
彈
鳴
兮
宮
樹
紅
」

(「
驪
宮
高
」

『
白
氏
文
集
』

巻

四

・
〇

一
四
五

『和
漢
朗
詠
集
』

巻
上

・
嬋

一
九
二
)

な
ど

の
よ
う

に
、
中
国
古
典
詩

で
は
秋

の
風
物
と
し

て
詠
ま
れ
る
方
が
多

い
傾

向

に
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
『
新
撰
朗
詠

集
』

の
彈

の
部
立
は
夏
部

に
在

り
、
そ

の
季

節
を
反
映

す
る
詩

句

の
殆
ど
は
本

朝
人

の
作

で
あ
る

こ

と
も
よ
く
知

ら
れ

て
い
る
。

五
山
中
自
述

山
中
自
述

碧
峯
遁
迹
臥
松
楹

碧
峯
に
遁
迹
し
て

松
楹
に
臥
し

謝
遣
喧
々
世
上
栄

謝
遣
す

喧
々
た
る
世
上
の
栄

龍
尾
旧
行
応
断
夢

龍
尾
の
旧
き
行
に
は

応
に
夢
を
断
つ
べ
く

鶴
頭
新
召
不
驚
情

鶴
頭
の
新
た
な
る
召
に
も

情
を
驚
か
さ
ず

商
山
月
落
秋
鬚
白

商
山
に
月
落
ち
て

秋
の
鬚
白
く

潁
水
波
揚
左
耳
清

潁
水
に
波
揚
て

左
の
耳
清
し

『屏
風
土
代
』
を
読
む

唯
有
池
魚
呼
後
至

唯
だ
池
魚
有
り

て

呼
び

た
る
後

に
至
り

各
随
次
第
自
知
名

各
お

の
次
第

に
随

へ
ば

自
ら

に
名
を
知

る
な
ら

ん

本
詩
は

『
扶
桑
集
』

(巻
七
)

に
所
収

さ
れ

て
い
る

(但
し
、

第
五
句

の

「鬚
」

は

「
髯
」

に
作

る
)
。

一
首

は

「
美
し

い
み
ど
り

の
嶺

に
隠
遁

・し

て
山
家

に
身
を
横
た
え
、
騒
が
し

い
俗
世

の
栄
利
な
ぞ
無
用
と
辞
す
る
。

こ
れ
迄
仕
え

て
い
た
官
吏

の
道
な
ど
す

っ
ぱ
り
夢
と
思

い
き
り
、
御

上
か

ら
新

た
な
お
召
し
が
か
か

っ
て
も
心
を
動
か
す

こ
と
も
な

い
。
商
山

に
は

月
が
傾
き
、
あ

の
四
皓

の
鬚
は
秋

を
迎

え

て

一
層
白

く
輝

い

て
い
よ
う
し
、

潁
水

に
は
波
が
立

っ
て
、
許

田

の
左
耳

は
汚

れ
を
洗

い
落

と
し

て
ま
す
ま

す
清

ら
か

で
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
。

た
だ
池

に
い
る
魚

に
声

を
か
け
る

と
や

っ
て
来

て
、
列
を
成

し
て
泳

ぐ
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
魚

た
ち
が
名

を

解

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
だ
」

と
い
う
程

の
意
。

詩
題

の

「自
述
」

は

「
述
志
」

に
殆

ど
同
じ
。

こ
こ
は

「京
華
游
侠
窟
、

山
林
隠
遯
棲
」

(郭
璞

「
游
仙
詩
七
首
」

其

一
)

「隠

士
託
二
山
林

一、

遁

世
以
保

レ
真
」

(張
華

「招
隠
詩
」
)

と

い
う
隠
遁
者

の
心
情
を
述

べ
る
も

の
と

み
て
良

い
。

「
碧
峯
」

は

「
碧
嶺
」

「碧
岑
」

に
同
じ
。

「碧
」

は
既

述

の
通
り
清
澄
秀
麗

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

朝

綱
は
他

で
も

「慕

レ
高
趁

到
碧
峯
頭
」

(
「
訪
二
鄭
処
士
山

居

一」

『
扶
桑
集
』

巻
七

)
と
本
詩
同
様
俗

九

一



『
屏
風
土
代
』
を
読
む

外

の
山
居

の
地

に
用
い
て
い
る
。

「
遁
迹
」

は

「惜
二
残
春

匸

詩

で
採
挙

げ

た

「
晦
迹
」

に
同
じ
。
「
収

レ
跡
遠
遁
」

(陸
機

「
弁
亡
論
上
」

『
文
選
』

巻

五
三
)

と
見
え
る
李
善
注

に

「
鄭
玄
礼

記
注

日
。
遁
、
逃
也
」

と
あ
り
、

「
遠
公
遁
迹
廬
山
岑

、

開
士
幽
居
祗
樹
林
」

(李
順

「
題
二
珞
公
山
池

一」
)

「
賓
公
遁
跡

星
霜
久
」

(嵯
峨
天
皇

「
贈
二
賓
和
尚

一
」

『
凌
雲
集
』
)

な
ど

と
用

い
ら
れ

て
い
る
。

「松
楹

」

は
松

の
柱
、

転
じ

て

「
巌
室
松
楹
、

高

枕
二
北
山

之
北

匸

(紀
長
谷
雄

「
秋
思
入
二
寒
松

一詩
序
」

『
本
朝
文
粋
』

巻

一
〇
)

の
よ
う

に
山
居

(山
寺
や
山
荘
)

に
用

い
ら
れ

る
こ
と
少
な
く

な

い
。
「
謝

遣
」

は

「公

乃

歎

謝
二
遣

之

一
日
。
子

不
レ
得
二
仙

道

一
也
」

(『
神
仙
伝
』

壺
公
)

「
謝
遣
門
前
労
問
客

」

(
「拝
官
之
後
謝

二
労
問
者

一」

『
田
氏
家
集
』

巻
下
)

な
ど
と
あ
る
よ
う

に
、

理
由
を
述

べ
断
わ

っ
て
去

ら
せ

る
、

謝
絶
す
る
意
。

「喧

々
」

は

「
帝
城
春
欲

レ暮
、

喧

々
車
馬
度
」

(「
買
花
」

『
白
氏
文
集
』

巻
二

・
○
〇
八
四
。

陶
潜

の

『文

選
』

に
も
採

ら
れ
た
名
高

い

一
句

「結

レ
廬
在
二
人
境

一、

而
無
二
車
馬
喧

一」

の
句
を

ふ

ま
え
る
)

「
一
身
漂
泊
厭
二
浮
名

一
、

試
避
二
喧

々
毀
誉
声

一」

(紀
長
谷
雄

「山
家
秋
歌
八
首
」

其

一

『本
朝
文
粋
』

巻

一
)

に
伺

え
る
よ
う
に
俗
世

の
喧
騒

の
様

で
あ
り
、
続

く

「世
上
栄
」

に
も

「鬢
雪
人

間
寿
、
腰
金
世

上

栄
」

(「
初
授
二
秘

監

一并

賜
二
金
紫

一
閑
吟
小

酌
偶

写
二
所
懐

乙

『
白
氏

文
集
』
巻

五
五

・
二
五
二
七
)

の
例

が
あ

っ
て
、
白
詩

の
世
士
浮
栄

は
本

九

二

朝
詩

に
も
受
継

が
れ
詠

ま
れ
て
い
る

(白
詩

に
限

ら
ぬ
伝
統
的

な
認
識

の

一
つ
と
言

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
)

頷

聯

は

「
龍

尾
」

「鶴

頭
」
と

対
語

に
拘

わ

っ
た
朝

綱

ら

し

い
表
現

(類

例
は

「惜

二
残
春

一」

詩

の

「
狼
藉
」

と

「
龍
鍾
」

の
字
対
)
。

前
者

は

「
已
許
虎
渓
雲
裏
臥
、

不

レ
争
龍
尾
道
前
行
」

(「
重
題
」

『
白
氏
文
集
』

巻

一
六

・
O
九
七
六
)
他
白
詩

に
頻
出
し
、
含
元
殿
前

の
昇
殿

の
道

の
意

か
ら
官
吏
と
し

て
の
出
世

の
道
を
言
う
。

後
者
は

「
其
鳴
驪
入

レ
谷
、

鶴

書
赴

レ
隴
」

(孔
稚
珪

「
北
山
移
文
」

『文

選
』
巻

四
三
)

と
あ
る
李
善
注

に

コ
粛
子
良
古
今
篆
隷
文

体
日
。
鶴
頭
書
与
二
偃
波
書

一
、
倶
招
板
所

レ
用
。

在

レ
漢
則
謂
二
之

尺

一
簡

一。

髣

二
髴
鶴
頭

}。

故
有
二
其
称

一」

と
見
え

る

よ
う

に
、
御
上
か
ら

の
招
請
状

(
の
書
体
、
又

は
簡
)
を
指
す
。
「
新
召
」

は

(貴
顕

の
)
新

た
な
御
召
し

(お
声
が
か
り
)
と

い
う

こ
と
。
「
驚
情
」

は

「
感

レ
時
花
濺

レ
涙
、

恨
レ
別
鳥
驚

レ
心
」

(杜
甫

「春
望
」
)

に
同
じ
く

心

の
は

っ
と
す

る

こ
と
。

そ
れ

を
打
消

す

こ
と

で
心

の
揺

が

ぬ

こ
と
を

言

っ
て
い
る
。
先

に
引

用
し
た

「
北
山
移
文
」

で
は
隠
遁
者
周
顳

が
御
上

か
ら
の
招
請

に
こ
ろ

っ
と
変
心

し
て
隠
者

の
生
活
を
棄

て
た
の
だ

が
、

こ

こ
で
は
そ
れ
と
対

照
的

に
描

い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

頸
聯

は

『
和
漢
朗
詠
集
』

(巻
下

・
仙
家
付
道
士
隠
倫
五
五
O
)

に
採

ら
れ
た
名
高

い
句

。
「商
山
」

四
皓

や
許
由

の

「潁
水
」

の
故
事

は
、

『史



記
』

(留
侯
世
家
、
燕
召
公
世
家
)

『高
士
伝
』

や
本
朝

の

『世
俗
諺
文
』

(巻
下
)

『唐
物

語
』

(第

一
七
話
)

等

に
も
見

え
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

建
安

の
詩
傑
曹
植

の

「
南
山

四
皓
賛
」

「
許
由
頌
」

他
、

多
く

の
詩
人

の

隠
逸
詠

に
も
詠
ま
れ
、

白
詩

に
も

「答

二
四
皓
廟

一」
詩

(『
白
氏
文
集
』

巻
二

・
〇

一
〇
五
)
等

に
用

い
ら
れ

て
い
る
。
本
朝

で
も
馴
染
み
深

い
故

事

で
あ
る
か
ら
贅
言
を
要
し
ま

い
が
、
唯
だ

一
点

「
左
耳
清
」

に

つ
い
て

は
聊

か
言

及
し

て
お

か
ね
ば

な
る

ま

い
。
『
史
記
』

(燕

召
公
世

家
)
や

『
高
士
伝
』
或

は

『
逸
士
伝
』

(『
世
俗
諺
文
』
所
引
)

な
ど
、

中
国

の
文

献

に

は
許
由

が

耳

を
川

で
洗

っ
た

こ
と

は
見

え

て

い
る

が
、

そ
れ

が

「左

」

の
耳

で
あ

っ
た
と
記
す
も

の
は
管
見

の
限

り

で
は
見
出

せ
な

い
。

だ
が
、
後

の

『蒙
求
和
歌
』

(許
由

一
瓢
)

に
は

「許
由
潁

川

ノ
人

ナ
リ
。

ヨ
ヲ
ウ
キ

コ
ト

ニ
思

ト
リ
テ
箕
山

ニ
コ
モ
リ
井

テ
年

ヲ

・
ク
リ
ケ
リ
。
尭

王
、
許
由

が
賢

ヲ
シ
リ
テ

ヨ
ヲ
ユ
ヅ
ラ
ム
ト
キ

コ
ヘ
ケ
リ
。
許
由

ウ
キ
事

キ

・
ッ
ト
云
テ
、
左

ノ
耳

ヲ
潁
川

ノ
流

ニ
ア
ラ
ピ
ケ
リ
」

と
記

さ
れ

て
い

る
。
果

た
し
て
中
国

の
先
行
文
献

に
同
様

に
言
及
す

る
も

の
が
あ

っ
た
も

の
か
、

大
方

の
御
教
示

を
乞

う
も

の
だ
が
、

『
朗
詠
』

の
古
注
釈
上
も

こ

の
点

は
古
来

の
難
義

で
あ

っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
説
明
が
記

さ
れ

て
い
る
。

古
書

日
。
吉
キ
事

ハ
右

ノ
耳

ヨ
リ
入
、
悪
キ

コ
ト

ハ
左

ノ
耳

ヨ
リ
入

『屏
風
土
代
』
を
読
む

ル
ト
云

ヘ
リ
。
悪
事

ハ
外
道

ノ

コ
ト
ト
テ
、
左

リ

ニ
留

ル
ト
云
。
故

二
仏

ヲ
バ
右

二
廻

ル
ト
云

ヘ
リ
。

(書
陵
部
本

『
朗
詠
抄
』
)

コ
レ

ニ
ツ
キ

テ
、

ナ
ド
左
耳

ト
シ
モ
云
ゾ

ト
云

ウ
タ
ガ

ピ
ア
リ
。

口

伝
抄

云
。
左
耳
清

三
字

ハ
古
来

ノ
難

義
也
。
為

レ
対

二
秋

鬚
白

ノ
三

字

一、

強

テ
所

レ
求
也
。

医
書

ノ
中

二
云
。

沐
浴

ニ
ハ
先
洗
二
左
耳

一

ト
云
事

ノ
有
也
。

(
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
)

朝
綱
が
何
故

「
左
耳
」
と
作

っ
た

の
か
結
局
は
明
ら
か

に
し
難

い
の
だ
が
、

先

の

「
蒙
求

和
歌

』
や

「
尭
王

ノ
代

二
許
由

ト
云
者
有
リ
キ
。
世

ヲ
遁

テ

朝

ニ
ッ
カ

ヘ
ズ
。

而

シ
テ
尭
王
召

シ
テ
、
九
州

ノ
守
タ

ラ
ン
ト
有

リ

シ
ヲ

聞
テ
、

悪
キ

コ
ト

ヲ
聞

タ
リ
ト
テ
、
潁
水

ノ
滝

ニ
テ
左

ノ
耳

ヲ
洗

ト
云

ヘ

リ
」

(広
島
大
学
本

『和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
)

と
い

っ
た

『朗
詠
』
古
注

の
記
事

は
、
朝
綱

の
詠

に
寄
添

う
よ
う
に
記

さ
れ
た
も

の

で
あ

っ
て
、
存

外

「
為

レ
対
二
秋

鬚
白

ノ
三
字

一、

強

テ
所

レ
求
也
」

と
い
う
の
が
的
を
射

て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
猶
、
「
月
落
」

「波
揚
」

は
殊

に
珍
し

い
表
現

で
も
な

い
が
、
前
者

は
白
詩

に
、
後
者

は

『
文
選
』

に
よ
く
見
え

て
い
る
。

次

い
で
、
尾
聯

に

つ
い
て
は
魚

に
声
を
か
け

る
と
名
を
解
す

る
よ
う

に

思
わ
れ

る
と

い
う
表
現
が
面
白

い
。

後

に

「藻
中
取

レ
楽
人
誰
識
、

波
上

呼

レ
名
各
自
知
」
(藤
原
篤
茂

「床
下
見

二
魚
遊

一」
『類

題
古
詩

』
二
〇
〇
)

と
詠
ま
れ

て
い
る

の
も
或
は
本
詩
を
意
識
し

て
の
こ
と
か
も
知
れ
な

い
。

九
三



『屏
風
土
代
』
を
読
む

六
山
中
感

懐

山
中

の
感

懐

傍
無
朋
友
室
無
妻

傍

に
朋
友
無

く

室

に
は
妻
も
無
し

不
奈
生
涯
与
世
蹼

い
か
ん
と
も
せ
ず

生
涯

の
世

と
膜
ふ

こ
と
を

暁
峡
蘿
深
猿

一
叫

暁
峡

蘿
深
く

猿

一
た
び
叫
び

暮
林
花
落
鳥
先
啼

暮
林

花
落
ち

鳥
先
づ
啼
く

五
湖
売
薬
随
雲
去

五
湖

薬
を
売
り

雲

に
随

ひ
て
去
り

三
径
横
琴
待
月
携

三
径

琴
を
横
た

へ

月
を
待
ち

て
携
ふ

枕
上
心
閑
帰
夢
断

枕
上

心
閑
か

に

帰
夢
断
た
れ

如
何
白
首
老
青
渓

白
首

の
青
渓

に
老

い
た

る
こ
と
を

い
か

ん
せ
ん

本
詩

は

『
扶
桑
集
』

(巻
七
)

に
所
収
さ
れ

て
い
る
。

一
首

は

「
傍

に

友
無

く
、
家

に
妻
も

な
い
。
暮

ら
し
向
き

の
世
間
と
違
う

の
も
致

し
方
無

い
こ
と
。

暁
方

の
峡
谷

の
蘿

生

い
茂

る
あ
た
り
に
猿

が

一
声
鳴
き
叫
び
、

夕
暮

れ

の
林

で
は
花

も
散

っ
て
先

ず
鳥

の
声

が
ひ
び

く
。
范
蠡

の
よ
う
に

五
湖
に
舟

を
浮
か

べ
て
薬

を
売

り
雲

の
流

れ
に
従

い
行

き
、
蒋

詔
よ
ろ
し

く
三
本

の
小

道

の
あ
る
庵

に
て
琴

を
横
た
え
月

の
出

を
待

つ
。
枕

辺
は
心

静
か

で
帰
郷

の
夢
も
消
え

て
、
白

毛
頭

で
清
ら
か
な
谷
川

の
地

に
老

い
て

ゆ
く

の
を
ど
う
し
た
も

の
だ
ろ
う
か

(致
し
方
あ
る
ま

い
)
」

と

い
う
程

九

四

の
意
。

「
感
懐

」

は
感
想
を
述

べ
る
こ
と

で
、

白
詩
を
含
む
唐
代
詩

や
平

安
朝
詩

に
も

よ
く
見

え
る
。

こ
こ
は
山
中

の
俗
外

の
地

に
隠
栖
す

る
心
情

を
詠

む
。

首
聯

は

「
厨
無
二
煙
火

一室
無
レ
妻

、

籬
落
蕭
条
屋
舎
低
」

(「
題
二
李
山

人

一」

『白

氏

文
集
』
巻

一
五

・
〇

八

八
九
)

に
倣

っ
た
も

の

で
、
「
朋

友
」
「
不
奈

」
「生

涯
」
(
生

活

の
意

)
あ
た
り
も
白
詩

に
見
え
る
語
彙

で

あ
る
。

「
揆
」

字
は
異
体
字
と
見
る

べ
き
か
も
知
れ
な

い
が
、

「
膜
」

(
相

反
す
る
、
か
け
離
れ

て
い
る
意
)
と
あ
り
た

い
と

こ
ろ
。
因
み

に

「
礫
」

は

『
王
仁
陶
刊
謬
補
欠
切
韻
』
等

に
も
見
え
な

い
。

頷
聯

は

『
和
漢

朗
詠
集

』
(巻

下

・
猿

四
五
九
)

に
採
ら

れ

て
い
る
。

「
人

煙

一
穂

秋
村

僻
、
猿

叫

三
声

暁
峡

深
」

(紀
長

谷

雄

「
秋
山

閑

望
」

『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
下

・
猿

四
五
八
)

と
見
え

る
表
現
も
参
考

に
な

っ
た

だ

ろ
う
か
。
松
浦
友
久
が
既

に

『
宜
都
山
川
記
』

や

『
荊
州
記
』

に

「
巴

東

三
峡
獲

鳴
悲
、
援

鳴
三
声

涙
霑

レ
衣
」

「巴
東

三
峡

巫
峡
長
、
猿

鳴
三

声

涙
霑

レ
裳
」
な

ど
と
見

え

て

い
る

の

に
注

目
し

た

よ
う

に
、
本

朝

の

『千
載
佳
句
』

(巻
下

・
猿
雁
)

『和
漢
朗
詠
集
』

(巻
下

・
猿
)

『新
撰
朗

詠
集

』

(巻
下

・
猿
)

で
も
巴
峡
猿
声

の
哀
切

な
イ
メ
ー
ジ
を
搖
曳

さ
せ

る
表

現
を
好
ん

で
摘
句

し

て
い
る
。
猶
、

「
送

レ
秋
千
里
雁
、

報

レ
瞑

一
声

猿

」

(
「
東
楼
南
望
八
韻

」

『
白
氏
文
集

』

巻
二
〇

・
=

二
六

七
)

も
静
寂



を
破

る
悲
痛
な

一
声
を
詠
む
例
。

「
蘿
」

は

「
若
有

レ
人
兮
山
之
阿
、
被
二

薜
茘

一兮
帯
二
女
蘿

一」

(
『楚

辞
』
「
山
鬼
」
)
「
主
人
何
処
去
、
蘿
薜
換
二
貂

嬋

一」

(
「
題
二
崔
常
侍
済
源
荘

一」

『
白
氏
文
集
』

巻
五
五

・
二
六
〇
六
)

な
ど
を
挙
げ
る
迄
も
な
く
、
山
中

の
俗
外
、
隠
遁
者

の
空
間
を
暗
示
し
よ

う
。

「暮
林
」

「
鳥
」

に
は

「
日
入
群
動
息
、

帰
鳥
趨

レ
林
鳴
」

(「
飲
酒
詩

二
十
首

」
其
七
。
猶

「
帰
鳥
」
詩
も
あ
る
)
と
賦
す
陶
潜
詩

の
世
界

の
イ

メ
ー
ジ

(官
界
を
辞
し
田
園

に
生
き

る
ア
ウ
ト

ロ
i
)

が
漂

い
、

「
倦
鳥

暮

帰
レ
林
、

浮
雲
晴
帰
レ
山
」

(「
別
二
楊
頴

士
盧

克
柔
殷
尭
藩

一」

『白
氏
文

集
』
巻
九

・
〇
四
三
三
)

も
そ
れ
を
受

け
た
も

の
で
、
本
朝

の

「此
時
独

恨
無

二
才
用

一、
其
三
奈
抽

レ
簪
入
二
暮
林

己

(源
則
忠

「
賦

・
未
・
飽
二
風
月

思

こ

『
本

朝

麗

藻
』
巻
下

)
も
朝

綱

同

様

に
そ

の
表

現

の
系
譜

に
繋

が

っ
て
い
る
と
見

る
こ
と
も

で
き

る
か
。

「落
花
啼
鳥
」

に

つ
い
て
は
先

の

「
惜
二
残
春

己

詩

で
挙
げ

た
白
詩

「
快
活
」

の
詩
句

が
想
起

さ
れ
よ

う
。頸

聯

は
、
所
謂

「
范
蠡
泛
湖
」

「蒋
調
三
逕
」

(『
蒙
求
』
)

の
故
事
が
喚

起

さ
れ

る
と

こ
ろ
。

但

し
、

「
扁
舟

〈句
践
既
滅

レ
呉
、

范
蠡
乗

二
扁
舟

一

泛
二
五
湖

一〉
」

(
『白
氏
文
六
帖
』

巻
三

・
舟
)

と
見
え
る
も

の
の
、

「
売

薬
」

の
こ
と
は

『蒙
求
』

や

『
史
記
』

(貨
殖
列
伝
、

越
王
句
践
世
家
)

に
も
見
え
な

い
の
で
次

の

『
列
仙
伝
』
あ
た
り

に
依

っ
た
と
も
考
え
ら
れ

『屏
風
土
代
』
を
読
む

よ
う
か
。

范
蠡
字
少
伯
、

徐
人
也
。

事
二
周
師
太
公
望

一
、

好
服

レ
桂
飲

レ
水
。

為
二
越
大
夫

一佐
二
句
践

一。
破

レ
呉
後
乗
二
扁
舟

一入

レ
海
。
変
二
名
姓

一

適
レ
斉
、

為
二
鴟
夷
子

一。

更
後
百
飴
年
見
二
於
陶

一、

為
二
陶
朱
君

一
。

財

累
二
億

万

一、

号
二
陶

朱

公

一。
後

棄

之

二
蘭

陵

一
売

レ
薬
。
後

人

世

々
識

二
見
之

一云
。

「随
雲

」
「待

月
」

は
白
詩

に
見

え
、
琴

と

コ
ニ
径

」
が
絡

む
と

こ
ろ
は
む

し

ろ
、
蕭

統

「
陶

淵

明

伝
」

に
陶

潜

が

「
聊
欲

三
絃

歌

以

為
三

二
径

之

資

一」

と
親
朋

に
語
り
、

音
律

を
解

し
な
い
な
が
ら
も
無
絃
琴
を
撫
弄

す

る
と
伝

え
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
ま

た
、
白

詩

に
も

「共

レ
琴

為
二
老

伴

一、
与
レ
月

有
二
秋

期

一」

(
「対

レ
琴

待

レ
月
」

『
白
氏
文
集
』

巻
五
六

・
二
六

一
九
)

な
ど
清
夜
琴
興

の
詩
が
少
な
か
ら

ず
あ

る
。

尾
聯

の

「
枕
上
」
「
心
閑
」
「
帰
夢
」
「
白
首
」
「
青
渓
」
な
ど

は
い
ず
れ

も
白

詩

に
見

え
る
語
彙
。

「郷

夢
有

レ
時
生
二
枕

上

一、
客
情

終

日
在
二
眉

頭

こ

(姚
揆

「
頴
州
客
舎
」
)

の
よ
う

に
旅
枕

に
横

に
な
れ
ば
帰
郷

の
夢

を

み
る
も

の
と

一
般

に
詠
ま
れ

る
が
、
本
詩

で
は
隠
栖

の
身

に
は
戻
る

べ

き
故
郷
も
な
く
、
俗
外

の
清
澄
な
谷
川

の
地

に
老

い
て
ゆ
く
他
な

い
と
詠

む
。

「
青
渓
」

は

「青
渓
千
餘
仞
、

中
有
二
一
道
士

一」

(郭
璞

「
遊
仙
詩

九
五



『屏
風
土
代
』
を
読
む

七
首
」
其
二

『
文
選
』
巻
二

一
)
と
詠
ま
れ
る
李
善
注

に

「
庚
仲
雍
荊
州

記
日
。
臨
沮
県
有
二
青

渓
山

一、
山
東
有

レ
泉
、
泉
側
有
二
道
士
精
舎

一」
な

ど
と
見
え

て
青
渓
山

の
こ
と
と
も
言
う
が
、

こ
こ
は
美
し

い
谷
川

の
地

で

隠
者

道
士

の
所

居

に

ふ
さ
わ

し

い
処

で
あ

り
、

「暮

与
二
一
道

士

一、
出

尋
二
青
渓
居

一」

(「
和
下
朝
回
与
二
王
錬
師

一遊
中
南
山
下
上
」

『
白
氏
文
集
』

巻
五

二

・
二
二
七
〇
)

「
秋
鶴
老
、
暮

猿
啼
、
結

レ
交
留
宿

旧
青
渓
」

(紀

長
谷
雄

「
山
家
秋
歌
八
首
」
其
五

『
本
朝
文
粋
』
巻

一
)
な
ど

は
い
ず
れ

も

そ
れ
を
継
承
す

る
表
現

で
あ

る
。

七
書
斎
独
居

書
斎
独
居

山
斎
蓄
韻
対
澄
江

山
斎

韻
を
蓄
へ
て

澄
め
る
江
に
対
ふ

応
是
洪
鍾
独
待
撞

応
に
是
れ

洪
鍾

独
り
撞
く
を
待
つ
べ
し

但
有
閑
雲
帰
澗
戸

但
だ

閑
雲
の
澗
戸
に
帰
る
こ
と
有
り

更
無
俗
客
到
松
窓

更
に

俗
客
の
松
窓
に
到
る
こ
と
無
し

崔
燻
入
室
書
千
巻

崔
憮

室
に
入
る

書
千
巻

范
岫
辞
官
筆

一
双

范
岫

官
を
辞
す

筆

一
双

欲
仕
煙
霞
定
嘲
我

煙
霞
に
仕
へ
ん
と
欲
せ
ば

定
め
て
我
を
嘲
ら
ん

莫
言
懐
宝
也
迷
邦

言
ふ
こ
と
莫

宝
を
懐
き
て
ま
た
邦
を
迷
は
す
と

九
六

一
首
は

「
山
中

の
書

斎

に
詩

篇
を
た
く
わ
え
、
清
ら
か
な
川

の
流
れ
に

向
き
合

っ
て
い
る
。
き

っ
と
鐘
が
撞
か
れ
る

の
を
ひ
と
り
待

っ
て
い
る

の

だ
。

の
ど
か

に
空

に
浮
か
ぶ
雲
は
谷
間

の
庵

に
帰

っ
て
ゆ
く
よ
う

に
見
え
、

そ

の
上
そ

の
松

の
生
え
た
窓
辺
を
訪
れ
る
俗
人

の
姿
も
な

い
。
読
書
を
己

の
務
め
と
し
た
崔
燻

の
書
斎

に
入

る
に
は

(五
)
千
巻

の
書
物
を
読
ん

で

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と

い
う

(が
、

こ
こ
に
描
か
れ
る
書
斎

は
そ

れ

に
も
似

て
い
よ
う

か
)
。
范
岫

は
博
学
多
通

に
し

て
廉
潔
を
も

っ
て
知

ら
れ

た
人
物
だ
が
、
牙
管
筆

一
双

で
も
費
だ
と
思

っ
た
と

い
う

(が
、
絵

の
中

の
職

を
辞
し

た
ら
し

い
人
物

は
そ
の
人

の
よ
う
だ
)
。
俗
事

を
離
れ

自
然
を
楽
し

み
詩
文

に
興
じ

た
い
な
ど
と
言

え
ば
、
定
め
し

こ
の
己
を
嘲

笑
す

る
者
も
お

ろ
う

が
、
あ

た
ら
才
を
抱
き

つ
つ
、

お
国

の
お
役

に
立

て

ず

に
い
る
、

な
ど
と
言

わ
な
い
で
も

ら
い
た
い
も

の
だ
」

と
い
う
程

の
意
。

「書
斎
」

は

「樹
低
新
舞
閣
、
山
対

旧
書
斎
」

(孟
浩
然

「奉
先
張

明
府

休
沐

還
二
郷
海
亭

一宴
集
」
)

な
ど
と
あ
り
、

本
朝

の
道
真
詩

に
も
よ
く
用

い
ら
れ

て
い
る
。

「独
居
」

は

『文
選
』

や

『
白
氏
文
集
』

に
も
見

え
、

本
朝

で
は

「
独
居
窮
巷
側
、

知

己
在

二
南
山

一」

(淡
海

三
船

「
贈
二
南
山

智
上

人

」

『経
国
集
』

巻

一
〇
)

と
あ

る
の
が
早

い
例
。

独
り
奥
深

い

山
中

の
庵

に
書

物

に
囲
ま
れ
筆
を
手

に
し

て
い
る
人
物
が
描
か
れ

て
い
る

よ
う
だ
。



「山
斎
」

詩
と
言

え
ば
、

先
ず
梁

・
簡
文
帝

や
庚
信

・
徐
陵

の
作
が
知

ら
れ
、

『
懐
風
藻
』

に
も
河
島
皇
子

・
中
臣
大
島

の
同
題
詩
が
あ
る
。

殊

に
庚
信

の

「
洞
壺
開

二
静
室

一、

雲
気
満
二
山
斎

一」

(「
詠
二
画
屏
風

一詩

二

十
五
首
」
其

二
二
)

に
注
目
す
れ
ば
、
屏
風
絵

の
図
柄
と

し
て
も
描
か

れ

て

い
た

こ
と

が
知

ら
れ

る
。
「
山
斎

方

独
往
、
塵

事
莫

二
相

仍

一」

(
「山

居
」

『白

氏
文

集
』

巻

一
六

・
〇
九
八
三
)

と
も
あ

り
俗
外

の
心
静
か

に

居
す

る
場

な
の
で
あ

る
。

「蓄
韻
」

は
こ
こ
で
は
詩
を
作

り
た
く

わ
え
る

こ
と
。

「吟
二
君
七
十
韻

一、
是
我
心
所

・
蓄
」

(「
和
二
夢
遊
春
詩

一
一
百
韻
」

『白

氏
文
集
』
巻

一
四

・
〇
八

〇

四
)

は
参

考

に
な

る
か
も
知

れ
な

い
。

「澄
江
」

と
言
え
ば

「
餘
霞
散
成

レ
綺
、
澄
江
静
如

レ
練
」

(謝
眺

「晩

登
二

三
山

一還
望
二
京
邑

一」

『
文
選
』

巻

一
七
)

は
古
来
余

り
に
も
有
名

で
、

空
海

『
文
鏡
秘
府
論
』

(地
巻
)

に
も
摘
句

さ
れ

て
い
る
。

「
洪
鍾
」

は

『文
選
』

に
よ
く
見
え
る
語

で
、
例

え
ば

「洪
鐘
虚
受
、

無
レ
来

不
レ
応
」

(王
巾

「頭
陀
寺
碑
文
」

『文
選
』
巻
五
九
)
と
あ

る
李
周
翰
注

に
は

「幽

深
之
谷
、

本
無

レ
情
。
有
二
声
至

一則
必

一答
レ
之

以
レ
響
。

大
鐘
虚
二
其
体

一

以
受

レ
扣
、
扣
来
無

レ
不
二
応

・
之

以
盈
尸
」

と
記
さ
れ
る
。

頷
聯

の

「
閑
雲
」

は

の
ど
か
な
雲

。

「問

レ
人
遠
岫
千
重
意
、
対

レ
客
閑

雲

一
片
情
」

(李
山
甫

「
方
干
隠
居
」
)

「
山
寂
歴
兮
春
欲
レ
嚥
、

澗
幽
深

兮
此
閑
雲
」

(滋
野
善
永

「奉

レ
和
二
太
上
天
皇
青
山
歌

一
」
『
経
国
集
』
巻

『
屏
風
土
代
』
を
読
む

一
四
)

な
ど
は
本
詩

の

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
合

う
が
、

「
澗
戸
」

と

の
組
合
わ

せ
か

ら
、

先
ず
は
白
詩

の

「雲
生

二
澗
戸

一衣
裳
潤
、

嵐

隠
二
山
厨

一火
燭

幽
」

(「
重
題

四
首
」
其

二

『
白
氏
文
集
』
巻

一
六

・
〇
九
七
七

『
千
載
佳

句
』
巻
下

・
山
居
九
九

二

『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
下

・
山
家
五

一
四
)
を
想

起
す

る
。

「
澗
戸
」

は
渓
谷

の
住
居

の
意

で
、

本
詩

に
先
行
す

る
例

え
ば

「
雲
埋
二
澗
戸

一幽
情
積
、

水
隔

一寰
中

一野
性
闌
」

(
都
良
香

「
旧
隠
詠
懐

敬
二
上
所
天
閣
下

一」

『
扶
桑
集
』

巻
七
)

「無

レ
妻
澗
戸
松
偕
老
、

不
レ
税

山
畦
黍
猥
生
」

(「
題
二
南

山
亡
名
処

士
壁

匸

『
菅
家
文
草
』

巻
四
〉

な
ど

と
あ

る
の
に
依
れ
ば
、
隠
遁
者

の
庵
と
し

て
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ

る
。

そ
の
背
景

に
は
先

の

「
山
中
自
述
」
詩

で
も
言
及
し

た
孔
稚
珪

「
北
山
移
文
」

に
周
顳

の
う
ち
棄

て
た
庵

が

「青
松
落

レ
蔭
、

白
雲
誰
侶
、

澗
戸

摧
絶
無

二
与

帰

一、

石
逕
荒
涼

徒
延
佇
」

と
描
か

れ

て
い
た

こ
と
と

関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
、
先

の
白
詩
も
本
朝
詩
も
実

は
そ
の
イ
メ
ー
ジ

の
揺
曳
を

う
ま
く
利
用
し

つ
つ
、
詩
句
を
成
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る

の
で
あ

る
。

次

の

「
俗
客
」

「
松
窓
」

と
も
白
詩

に
見

え
、

後
者

に

つ
い

て
は

「
松
窓

倚
二
藤

杖

一、
人
道

似
二
僧

居

一」

(「
晩
庭

逐

涼
」
『
白
氏

文

集
』
巻

一
九

・
一
二
八

四
)
と
、
ま
ま
僧
房

の
よ
う

な
場

に
ふ
さ
わ
し

い

イ
メ
ー
ジ
が
本
詩

に
通
う
か
と
思
わ
れ

る
。

頸
聯

の

「
崔
燻
」

の
こ
と

は

『
隋
書
』

(巻
七
六

・
列
伝
第

四

一
・
崔

九
七



『屏
風
土
代
』
を
読
む

儷
伝

)

に
見
え
る
。
若

い
頃

か
ら
盧

思
道

・
辛
徳

源
ら
と
親
交

が
あ
り
、

読
書

を
己

が
務
め

と

し

て
そ

の
家

の
戸

に

「不

レ
読
二
五
千

巻
書

一者

、

無
レ
得

レ
入
二
此

室

一」
と

大
書

し

た
と

い
う

(
『太

平

御

覧
』
〈
巻

六

一

六

・
読
誦
〉

も

『
隋
書
』

所
引
)
。

と

こ
ろ
が

『
文
鳳
抄
』

(巻
六

・
文

部

・
書
)

に
は

「
崔
癜
千
巻

〈崔
儻
室
、

不

レ
読
二
書
千
巻

一者
不
レ
入
。

或
日
、

不
レ
読

二
五
千
巻

一不

レ
入
。

(類
林
)
〉
」

と

「
千
巻
」

「
五
千
巻

」

の
二
項
が
並
記
さ
れ

て
い
る
。
確

か
に
中

国
渡

来

の
某
書

に

「千
巻
」

と

す
る
資
料

が
あ

っ
た
可
能
性

も
皆

無

で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
本
朝
詩
文

の

語
彙

を
多

く
採
取
し

て
い
る

『文

鳳
抄
』

の
性

格
か
ら
す
る
と
、

こ
の
項

自
体

が
朝

綱

の
本

詩
句

の
上

下
二
字

を
摘

録
し
た
可
能
性

が
高

い
の

で
は

な

い
か
と
思
う
。
猶
、

こ
の
故
事

は
朝
綱

の
こ
の
用
例

が

一
番
早
く
、

後

に
院

政
期

に
至
り
、
惟

宗
孝

言
や
藤

原
敦
光

が
用

い
て
い
る
が
、

そ
れ
は

朝
綱

作

の
影
響

で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。

こ
の
頸
聯

が

『新

撰
朗
詠
集
』

(
巻
下

・
閑
居

五
七

七
)

に
採
ら
れ

て
い
る

の
も

そ
の
意

味

で
興
味
深

い

も

の
が
あ
る
。

「
范
岫
」

の
こ
と
は

『
梁
書

』
(巻

二
六

・
列
伝
第

二
〇

・
范
岫

伝
)

に

見
え
る
。

沈
約
と
共

に
文
才

を
以

て
聞

こ
え
、

博
渉
多

通

で
殊

に
前
代

の

旧
事

に
通
じ
、
祠
部
尚

書

・
右
驍
騎

将
軍

・
金

紫
光
禄
大
夫

に
至

っ
た
。

「
岫
身
長
七
尺
八
寸
。

恭
敬
儼
恪
、

進
止
以
レ
礼
。

自
二
親
喪
之
後

一、

斎

九

八

食
布
衣

以
終

レ
身
。

毎

レ
所
レ
居
レ
官
、

以
二
廉
潔

一著
称
。

為
二
長
城

令

一時
、

有

二
梓
材
巾
箱

一、

至
二
数
十

年

}。

経

レ
貴
遂
不
二
改
易

一。

在
二
晋
陵

一、

惟

作
二
牙

管
筆

一
双

一、
猶

以
為

レ
費
」

と
あ

れ
ば
倹

省
を
尚

ぶ
人

品

で

あ

っ
た
。

尾
聯

の

「煙
霞
」

は
も
と
も
と
は
あ
た
り
に
立
籠

め
る

モ
ヤ
の
意

だ
が
、

こ
こ

で
は
俗
事

を
離

れ
自
然

を
楽

し
み
、

そ
れ
を
詠

じ
た
り
す

る
こ
と
を

想
起

さ
せ
よ
う
。

「
早
年
薄
有
二
煙
霞
志

一、

晩
歳
深
諳
二
世
俗

情

一」

(
「重

題
」

『白
氏
文
集
』

巻

一
六

・
O
九
七
六
)

「
明
主
十
徴
何
謝

・
病
、

煙
霞

不
レ
許
作
二
尭
臣

一」

(朴
昂

「尋
二
太

一
王
山
人

一路
次
二
雲
際
寺

己

『千

載
佳
句
』
巻
下

・
隠
士
九

八
三

『新
撰
朗
詠
集
』
巻
下

・
隠
倫

五
O
九
)

な
ど
は
、
官
界

や
世
俗

と
は
相
容

れ
な
い
俗
外

の
象
徴

と
し

て
用
い
ら
れ
、

本
詩

と
同

じ
語
性

と
言

っ
て
良

か
ろ
う
か
。

末
句

は

「
懐
二
其
宝

一而
迷
二

其
邦

一、

可
・
謂

・
仁
乎
」

(
『論

語
』

陽
貨
)
を

ふ
ま

え
た
も

の
。
魯

の
家

臣

陽
貨

が
孔
子

に
仕
官
を
勧

め

「宝

(
孔
子

の
才
能
)
を
持

ち
ぐ
さ
れ
に

し
た
ま
ま

(仕

え
ず
に
い
て
)
、

国
人
達

が
困
惑

し
て
い
る
の
を
放

っ
て

お
い

て
、

そ
れ

で

(
あ
な
た
の
説

く
)
仁

の
道

に
か
な

っ
て
い
る
と
言

え

る
の
か
」

と
説
得

し
た
時

の
言
葉

で
、

こ
れ
は

『文
選
』

(巻

五

一
・
王

褒

「
四
子
講
徳

論
」
)

に
も
見
え
て
い
る
表
現

で
あ
る
。



八
送
二
僧
帰
フ
山

僧

の
山

に
帰

る
を
送

る

一
自
方
袍
振
錫
行

一
た
び
方
袍

の
錫
を
振

て
行
き
し

よ
り

別
師
還
婉
六
塵
情

師

に
別
れ

て

還
た
六
塵

の
情

に
婉
づ

雖
観
秋
月
波
中
影

秋

の
月

の
波

の
中

の
影

に
観
ず
と
雖
も

未
遁
春
花
夢
裏
名

未
だ
春

の
花

の
夢

の
裏

の
名
を
逃
れ
ず

谷
静
纔
聞
山
鳥
語

谷
静
か

に

纔
か

に
聞
く

山
鳥

の
語

棧
危
斜
踏
峡
猿
声

棧
危
く

斜
め

に
踏
む

峡
猿

の
声

夜
深
莫
歎
忙
帰
路

夜
深
き
も

歎
く

こ
と
莫

帰
路

に
迷

へ
る
こ
と

を

定
有
霜
鍾
度
嶺
鳴

定
め

て
霜
鍾

の
嶺
を
度
り

て
鳴
る

こ
と
有
ら
ん

一
首
は

「
師
僧
が
錫
杖
を
振

っ
て
お
帰
り

に
な

っ
て
か
ら
と

い
う
も

の
、

師

に
別
れ
た

こ
と

で
や
は
り
様
ざ
ま
な
世
俗

の
汚
れ

に
ま
み
れ

て
し
ま
う

己

の
心
が
恥
ず
か
し
く

て
な
ら
ぬ
。
秋

の
月
が
水
面

に
映

っ
て
波

に
美
し

く
澄
ん

で
い
る
が
、
そ

の
月
は
実
体

の
な

い
も

の
だ

(
一
切

の
も

の
に
は

実
体
が
な

い
と

い
う
水
月
観
)
な
ど
と
思

い
な
し

て
も
俗
世
か
ら
脱
す
る

こ
と
は

で
き
ず
、
相
も
変
わ
ら
ず
夢
中

の
春

の
花

の
如
き
実
な
き
虚
名
を

求
め

て
し
ま
う
始
末
。

(師
僧

の
帰
る
)

谷
間
は
静
か

で
わ
ず
か

に
山
鳥

『屏
風
土
代
』
を
読
む

の
声
が
聞

こ
え

る
ば
か
り

で
あ

ろ
う
し
、
懸
け
渡
し

た
危

い
橋
を
峡
谷

に

ひ
び
く
猿

の
声
を
下

に
聞
き

つ
つ
渡
ら
れ

る
こ
と
だ

ろ
う
。
夜
更
け

て
帰

路

に
迷
わ
れ

て
も
お
歎
き

に
な
り
ま
せ

ん
よ
う

に
。
き

っ
と
明
け
方

の
霜

に
鐘
が
峯
を
渡

っ
て
自
ら

に
鳴
り

(導
か
れ

て
寺

に
帰
れ
)
ま
し

ょ
う
か

ら
」
と

い
う
程

の
意
。

下
山
し

て
い
た
僧
が
再
び
山
寺

に
帰

っ
て
行
く
様
を
詠
む
句

に

「
蒼
苔

路
滑
僧
帰

レ
寺
、

紅
葉
声
乾
鹿
在

レ
林
」

(温
庭
笏

「
宿
二
肇
云
際
寺

一」

『
千

載
佳

句
』
巻

上

・
山

中

三

四
五

『
和
漢

朗
詠

集
』
巻

上

・
鹿

三

三

四
)

「
重
畳
煙
嵐
之
断
処
、

晩
寺
僧
帰
」

(
張
読

「閑
賦
」

『
和
漢
朗
詠
集
』

巻

下

・
僧

六

O

四
)
等

が

あ

り
、
「猶

存

住

寺

僧
、
肯

有
二
帰

レ
山

客

一」

(「
過
二
紫

霞
蘭

若

一」

『白
氏
文
集
』

巻
八

・
O
三

四
四
)

は
白
居
易
自
身

が

「
山
寺

に
帰

っ
て
来
た
ぞ
」
と
詠
む
も

の
。

首
聯

の

「方
袍
」

は

「
白
衣

一
居
士
、
方
袍

四
道
人
」

(「
題
二
天
竺
南

院

一
贈
二
閑
元
旻
清
上
人

一」

『
白
氏
文
集
』

巻
六
三

・
三
O
四
〇
)

と
見

え
、

朝
綱
は
願
文
や
諷
誦
文

(
『
本
朝
文
粋
』

巻

一
四
)

で
も
用
い

て
い

る
。
猶
、
「
振
錫
」
「
別
師
」
「
六
塵

」
も
白
詩

に
見
え
る
語

で
あ
る
。

頷
聯
は

『
和
漢
朗
詠
集
』

(巻
下

・
無
常
七
九

四
。

但
し
題
を

「
送
二

帰
レ
山
僧

一」

と
す

る
も
の
も

あ
る
)

に
採

ら
れ
た
所

謂
水

月
観

(十

喩

の

一
)

を
詠

ん
だ
も

の
で
、

「毎

レ
夜
坐
禅
観
二
水
月

一、

有

レ
時
行
酔
翫
二

九
九



『屏
風
土
代
』
を
読
む

風
花

一」

(「
早
服
二
雲
母
散

一」

『
白
氏
文
集
』

巻
六

四

・
三

一
三
〇
)

と

白
詩

に
も
見
え
る
。

『朗
詠

』

の
永

済
注

に

「上

句

ハ
維
摩
経

云
、

此
身

如
二
水
中
月

一云

々
」
、

『
書
陵
部
本
朗
詠
抄
』

に

「下
句
、

春
花
開
ク
カ

ト

ス
レ
バ
散

リ

ヤ
ス
シ
、
生

死

ノ
夢

中

ニ
タ

ゴ
ヨ
エ
ル
有
様

、
花

ノ
開
落

二
喩

タ
リ
」
な

ど
と

あ

る
。
ま

た
、
「
夢

裏
」

に
は
諸

注

の
指

摘

通

り

「
壼
中
天
地
乾
坤
外
、

夢
裏
身
名
旦
暮
問
」
(
元
槇

「
幽
棲

」
『千

載
佳

句
』

巻
下

・
仙
境

一
〇
七
四

『
和
漢
朗
詠

集
』
巻
下

・
仙
家
付

道
士
隠
倫
五
四

〇
)
が
意
識
さ
れ

て
い
よ
う
か
。

こ
の
聯

で
は
師
僧
と
対

面
し

て
い
た
幽

棲
者

の
内
な
る
心
情
を
記
し
、
次
聯

で
は
帰
路

の
師
僧

に
想

い
を
馳
せ
る

と

い
う
展
開

に
な

っ
て
い
る
。

頸
聯

の

「
山
鳥
」
「
峡
猿
」

(六

「
山
中
感
懐
」
詩

の
対
も
参
照
)

に

つ

い
て
、

前
者

は
山
寺

や
幽

居
を
詠

む

「
野
猿
疑

レ
弄

レ
客
、

山
鳥
似

レ
呼

レ

人
」

(
「遊

二
宝
称
寺

一」

『
白
氏
文
集
』

巻

一
六

・
〇
九

二
五
)

「
一
声
山

鳥
曙
雲
外
、

万
点
水
蛍
秋
草
中
」

(許

渾

「早
秋
幽
居

言
志
尋

二
同
志

一」

『
千
載
佳
句
』

巻
上

・
早
秋

一
五
六

『
和
漢

朗
詠

集
』

巻
上

・
郭
公

一
八

二
)

の
作

に
見

え
、
後
者

は

「
山
鬼

趨

跳
唯

一
足
、
峡
猿

哀

怨

過
三
二

声

一」

(「
送
三
客
之
二
湖
南

乙

『
白
氏
文
集
』
巻

一
六

・
〇
九
四
八
)
と
旅

路

の
哀
愁
を
か
き
た

て
る
も

の
で
あ

っ
た
。
帰
途

の
僧

の
た
ど

る
道

は
旅

と
言

う

に
は
大
仰

だ
が
、
危
う

い
懸
橋

や
夜
道

の
闇

に
不
安
と
孤

独
を

一
〇

〇

想
像

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

多

く

の
語
が
白
詩

に
見

え
る
中

で
、

尾
聯

の

「霜

鍾
」

に

つ
い

て
は
用

い
ら
れ

て
い
な
い
。

だ
が
、

「
秋
至
含

レ
霜
動

、

春
帰
応

レ
律
鳴
」

(李
嬌

「鐘

」
)
と
詠
ま
れ
る

「
鐘
鳴

〈
山
海
経

日
。
豊
山
有
二
九
鐘

一、

是
知

レ霜

鳴

。

郭
璞
注

日
。

霜
降

則
鐘
鳴
。

故
言

レ
知
也
〉
」

(
『初
学

記
』

巻
二

・

霜

)

の
故

事
は
、
「
欲
レ
和
二
豊
嶺
鐘
声

一否
、
其
二
奈
華
亭
鶴
警

[
何
」
(兼

明
親

王

「夜
月
似

二
秋
霜

一」

『
和
漢
朗
詠

集
』

巻
上

・
月

二
五
六
)

他
本

朝

で
は
よ
く
詠

ま
れ
る
よ
う

に
な
る

の
で
あ
る
。

九
問
レ
春

春

に
問
ふ

山
吐
雲
晴
樹
競
粧

山

の
吐
き
し
雲
も
晴
れ

樹
は
粧
を
競

ひ

高
低
無
処
不
添
光

高
き
も
低
き
も

処
と
し

て
光
を
添

へ
ざ
る
は
無

し

再
三
請
問
得
知
否

再
三

請
ふ
問

へ

知
る
を
得

る
や
否
や

何
故
猶
残
鬢
上
霜

何
故
か

猶
し
鬢
上

に
霜
を
残
せ
る
と

一
首

は

「
山
か
ら
出
た
雲
も
晴
れ
渡
り
、
木

々
は
春

の
粧
美
を
競

い
合

い
、
高
き
も
低
き
も
大
地

の
す

べ
て
が
春

の
う
ら
ら
か
な
光
を
帯
び

て
い

る
。

何
度

で
も
春

に
尋

ね
て
み
な
さ
い
、

知
る
や
知

ら
ず
や
、

(春
と

い



う
の
に
)

一
体

ど
う
し

て

(自
分

の
)
髪

は
霜

の
よ
う
な
白
毛

を
残

し
た

ま
ま
な
の
か
、

と
」

と
い
う
程

の
意
。

季
節

を
擬

人
化

し

て
か
く
詠

む

の

も

「問
二
秋
光

一」

(
『白
氏
文
集
』

巻
五

二

・
二
二
七
八
)

の
類
だ
ろ
う

か
。
恐

ら
く
絵

に
は
春
光

あ
ふ
れ
る
景

の
下

に
白

髪

の
老
人
が
描
か
れ
、

そ
れ

に
春

の
生
気

に
浴
し
え
ぬ
身

の

つ
ぶ
や
き
を
感
じ
取

っ
て
詠
ん
だ
も

の
だ
ろ
う
。

「
雲
無
レ
心
以
出

レ
岫
」

(
陶
潜

「帰
去
来
辞
」

『
文
選
』
巻

四
五
)

と
雲

は
山

か
ら

湧
く

も

の
と
詠

ま
れ
、
「
山
吐
二
晴

嵐

一
水
放

レ
光
」

(
「代

レ
春

贈
」

『
白
氏
文
集
』

巻

一
六

・
〇
九

一
五
)

と

い
う
表
現
も
あ
る
。

第
二

句
は

「
春
変
二
煙
波
色

一
、

晴
添
二
樹
木
光

一」

(
「又
和
三
令
公
新
開
二
龍
泉

晋
水

二
池

匸

『
白
氏
文

集
』
巻
六
七

二
壬

二
五

九
)
な
ど

と

い
う
表

現

を
継
承
し

て
い
る

こ
と

に
な
ろ
う
か
。
第
三
句
以
下

の

「
再
三
」
「
請
問
」

「
知
否
」
「
何
故
」
な
ど
も
白
詩

に
見
え
る
が
、
特
別
な
語
彙

で
は
な
く
、

鬢
毛

を

「
身
似

二
浮
雲

一鬢

似

レ
霜
」

(「
送
三
蕭

処
士

遊
二
黔

南

一」

『白

氏

文
集
』
巻

一
八

・
=

四
二
)
と
霜

に
譬
え
る

の
も
白
詩

の
み
に
限
ら

ぬ

表
現

の
類
型
と
言

っ
て
良
か

ろ
う
。

十
七
夕
代
二
牛
女

一

七

夕

に
牛
女

に
代
は
る

『
屏
風
土
代
』
を
読
む

独
坐
青
楼

漏
漸
深

独

り
青
楼

に
坐

し

漏
漸

く
深

し

支
頤
想
像
暁
来
心

頤

を
支

へ
て
想
像

る

暁

来

の

心

風
従
昨
夜
声
弥
怨

風
は
昨
夜

よ
り
し
て

声

は
弥

よ
怨

み

露
及
明
朝

涙
不
禁

露

は
明
朝

に
及
ん
で

涙
禁

へ
ず

一
首

は

「
独
り
楼
台

に
す
わ
り
夜

も
ま
さ
に
更
け
た
頃
、
頬
杖

つ
い
て

夜

明
け
前

の
牛
女

の
心
に
思

い
を
馳

せ
る
。
昨
夜

来

の
風
は

(牽
牛
織
女

の
離
別

の
)
悲
し
み

の
声
を
乗
せ

て
い
よ
い
よ
怨
み
が
ま
し
く
吹

き
来

る
。

露
は
二
人

の
涙
さ
な
が
ら

に
明
方

に
降
り
敷
き
、

(自

分
も
)

涙

を

こ
ら

え
き
れ
ず

に
い
る
」
と

い
う
程

の
意
。

「
七
夕
」

詠

は
六
朝
以
来
数
多
く
、

「
七
夕
詠
二
牛
女

一」

詩
題
は
枚
挙

に
遑

い
。
「
代
ー

」

に
し

て
も

「代

二
牽
牛

一答
二
織
女

一」
(
梁

・
王
箔
)

「
代
二
織
女

一贈

二
牽
牛

一」

(沈
約
)

な
ど
が
あ
り
、

本
朝

の

『
和
漢
朗
詠

集
』
『
新
撰
朗
詠
集
』

の

「
七
夕
」

に
は

「
代
二
牛
女

一惜

二
暁
更

一」
「
代
二

牛
女

一待

レ
夜

」

「
代
二
牛

女

一言

レ
志
」

題

の
詩
句

が
見
え
、

後

の
源
経
信

に
は

「
七
夕
代
二
牛
女

一
(言
志

)」
題

の
和
歌

も
残

る
。

第

一
句

「
独
坐
」
「
青
楼
」

(女
性

の
住
む
美
し

い
楼
閣
)
は
白
詩

に
見

え
、

「
漏
」

は
水
時
計

の
こ
と

で

「
渚
宮
東
面
煙
波
冷
、

浴
殿
西
頭
鐘
漏

溌
」

(「
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対

レ
月
憶
二
元
九

一」

『
白
氏
文
集
』

巻

一

四

・
〇
七

二
四

『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
下

・
禁
中
四
七
九
)
と

い
う

に
殆
ど

一
〇

一



『
屏
風
土
代
』
を
読
む

同
じ
。
第
二
句

「
支
頤
」

は
支
頬

に
同
じ
く
頬
杖
を

つ
く

こ
と

で
、
思

い

に
ふ

け

る

時

の
仕

草
。

「薄

晩

支

レ
頤

坐
、
中

宵
枕

レ
臂

眠
」

(「
徐

夜
」

『
白
氏
文
集
』

巻

一
六

・
〇
九

五
八
)

な
ど

の
白

詩
他

、

元
槇

・
劉
禹
錫

に
も
見
え
、

島
田
忠
臣
や
菅
原
道
真
な
ど

に
も
用

い
ら
れ

て
、

「
つ
ら
づ

ゑ

つ
き

て
い
み
じ
く
な
げ
か
し
げ

に
思

ひ
た
り
」

(『
竹
取
物
語
』
)

の
よ

う

に
仮
名
文
学

へ
と
定
着
し

て
い

っ
た
。
「
暁
来
」

は
白
詩

に
見
え
、
「
想

像
」
は
見
え
な

い
も

の
の
六
朝
以
来

の
語
。
第
三
句

の

「
風
」
は

こ
こ
で

は

「怨
咽

双
念
断
、

悽
悼
両
情
懸
」

(梁
武
帝

「
七
夕
詩
」
)

「
通
宵
道

・

意
終
無
レ
尽
、

向

レ
暁
離
愁
已
復
多
」

(
何
仲
宣

「七
夕
賦

レ
詠
成

・
篇
」
)

な

ど
と

詠

ま

れ

る
離
別

の
怨

み

の
声

を
運

ん

で
来

る
秋
風
。
第

四
句

「
露
」
は

「
夕
夜
清
露
湿
、
晨
駕
秋
風
前
」

(韋
応
物

「
七
夕
」
)
「
露
白
風

清
夜

向
レ
晨
、

小
星
乗

レ
佩
且
埋

レ
輪
」

(唐
彦
謙

「七
夕
」
)

な
ど
と
秋
風

と
共

に
詠

ま
れ
る
が
、
そ

の
露
を
涙
と
オ
ー
バ
ー

ラ

ッ
プ
さ
せ

て
効
果
を

挙
げ
よ
う
と
す
る
あ
た
り
が
本
朝

詩
ら
し
い

こ
ま
や
か
な
点

か
も
知
れ
な

い
。

十

一

楼
上
追
レ涼

楼
上
に
涼
を
追
ふ

煩
熱
蒸
人
不
異
炊

煩
熱

人
を
蒸
し
て

炊
ぐ
に
異
な
ら
ず

一
〇

二

登
楼
快
被
遠
風
吹

楼

に
登
り

快
く
遠
く
よ
り

の
風

に
吹
か

る

凛
然
還
有
衣
裘
想

凜
然
と
し

て

還

て

裘
を
衣
ん
と

の
想

ひ
有
り

安
用
袁
宏

=
扇
為

安
ぞ

袁
宏
が

一
扇
を
用

て
為
ん

一
首

は

「
う

っ
と
お
し

い
熱
さ
は
人
を
蒸
し
上
げ
る
よ
う

で
、
飯
を
た

く

の
に
変
わ
ら
ぬ
あ
り
さ
ま
。

そ
こ
で
楼
台

に
登
り
、
遠
く
よ
り
来
る
風

に
心
地
よ
く
吹
か
れ
る
。
す
る
と
身

の
ひ
き
し
ま
る
寒
さ

に
襲
わ
れ
皮
衣

を
着
た

い
と
思
う
程
だ
。

こ
れ
な
ら
何
も
あ

の
袁
宏

の
団
扇
な
ど
要
し
ま

い
」
と

い
う
程

の
意
。

「
追
涼
」

(「
逐
涼
」

に
同

じ
く
涼
を
求

め
る
意
)

詩
は
水
辺

の
こ
と
が

多

い
の
だ
が
、
楼
上

の
そ
れ

に

つ
い
て
は
丹
羽
氏
が
言
及
さ
れ
た

「
何
処

堪
レ
避

・
暑
」

詩

(『
白
氏
文
集
』
巻
六

三

・
三
〇

三
六
)

は
勿
論

、
「
清
涼

近
レ
高
生
、

煩
熱
委
レ
静
銷

」

(「
月
夜
登
レ
閣
避

レ
暑
詩
」

『白
氏
文
集
』
巻

一
・
○
〇

一
三
)
な
ど
も
あ
る
。
「
煩
熱

」
は
道
真
も
用

い
て
い
る

(
「
夏
日

偶

興
」
『菅
家

文
草

』
巻
二
)
が
、
人
を
蒸
し
上

げ

て
炊
飯

に
も
異
な
ら
な

い
と
は
聊

か
遊
戯

に
走

っ
た
表
現
か
。

第
二
句

の

「
遠
風
」
も
六
朝
詩

に

例

あ
る
が
、
「
飛
鳥
滅
時
宜
レ
極

レ
目
、
遠

風
来
処
好

開
レ
襟
」
(
「菩
提
寺
上

方
晩

眺
」
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四

・
三

=
二
七
)
を

こ

こ
で
は
意
識

し
て
い

る
は
ず

で
あ
る
。

第
四
句

の

「安

用

-

為

」

に
は
例

え
ば

「九
重
天

子

不
レ
得

レ
知
、

不

レ
得
レ
知
、

安
用

二
台
高
百
尺

一為
」

(
「
司
天
台
」

『白



氏
文

集
』
巻
三

・
O

一
三
五
)

の
用
法
が
喚
起

さ
れ
る
。
袁
宏

の
故
事

は

丹
羽
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に

『
晋
書
』

(巻
九
二

・
袁
宏
伝
)
や

『世

説
』

(
言
語
第
二

・
83
話
)
等

に
も
見
え
る
が
次

の
記
事
を
挙
げ

て
お

こ
う
。

続
晋
陽
秋
日
。
謝
安
賞
二
袁
宏
機
対
弁
速

一。
後
宏
出
為
二
東
陽
郡

一、

時
賢
祖
二
道
冶

亭

一。

安
起
執
二
宏
手

一、
顧
就

二
左
右

一、
取
二
一
扇

一

授
云
、

聊
以
贈

レ
行
。

宏
応

レ
声
答
日
、

輙
当
下
奉
二
揚
仁

風

一慰
中
彼

黎
庶
上
。
合
座
称
二
其
率

而
当

一。

(『
芸
文
類
聚
』
巻
六
九

.
扇
)

謝
安

に
団
扇
を
贈
ら
れ
、
即
座

に

「
こ
の
扇

で
徳
風
を
天
下

に
起

こ
し
人

民
を
慰
撫
し
ま
し

ょ
う
」
と
機
敏
な
応
対
を
し
た
逸
話

で
あ

る
。
本
詩

の

場
合

は

(袁
宏

の
言
う
官
人
と
し

て
の
政
教
的
意
味
あ

い
を
否
定
す

る
含

意
も
多
少

は
あ

る
か
も
知
れ
な

い
が
)
単

に
扇

に
関
わ

る
故
事
を
採
挙
げ

た
と

い
う
印
象
を
拭

え
な
い
の
は
稿
者

の
読

み
込

み
不
足
故

で
あ

ろ
う
か
。

む
す
び
に

『
屏
風
土
代
』

の
漢
詩

は
従
来

か
ら
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

屏

風
絵

を
も
と
に
作

ら
れ
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。
恐

ら
く
は
漢
詩

か
ら
想
像

す
る

に
絵
柄

は
唐
絵

で
あ

っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

そ
れ
は
こ

の
時

代

(村
上

天
皇

の
御
代

)
か
ら
す
れ
ば
何

の
特

別
な

こ
と

で
も
な
い
。
朝

綱

の
詩

は

既
に
丹
羽
氏

に
依
り
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
白
居
易
詩

の
影
響
を
強

『屏
風
土
代
』
を
読
む

く
受

け

て
い
る
。

そ

の
白
詩

の
佳
句

を
最

も
多
く

ピ

ッ
ク

ア

ッ
プ

し
た

『
千
載
佳

句
』

(
同
族

の
大

江
維
時
撰
)

所
収

句
を
如
上

の
よ
う
に
多

く
引

用
す
る

に
至

っ
た

の
も
恐
ら
く
は
偶
然

で
は
な

い
だ
ろ
う
。
尤

も
そ
れ
以

外

に
菅
原
道
真

の
詩
表
現
や

『
文
選
』

の
語
彙
な
ど
も
顔
を

の
ぞ
か
せ

て

い
た
。
そ
し

て
、
何
よ
り
本
作

の
多
く
が

『
和
漢
朗
詠
集
』

に
摘
句
さ
れ

て
い
る

こ
と
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
が
、
後
世

に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え

て
い
る
よ
う

で
あ
る

こ
と
も
記
し
お
か
ね
ば
な
る
ま

い
。
詩

の
解
釈

に

つ
い
て
の
管
見
は
大
概
以
上

の
如
く

で
あ

る
が
、
実

は
も
う

一
点
、
即
ち

字
様

(殊

に
異
体
字
)

の
位
相

に

つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
よ
う

に

思
う
。

そ
れ

に

つ
い
て
は
ま
た
機
会
を
改
め

る
他
な

い
よ
う
だ
。

注
(
1
)
「大
江
朝
綱

『屏
風
土
代
』
詩
の
白
詩
受
容
」

(『白
居
易
研
究
年
報
』

第
八
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
九
月
)
。

(
2
)

「宮
廷
文
学
と
書

1

「三
蹟
」

と
詩
人
を
め
ぐ
る
剳
記

」

(仁

平
道
明
編

『王
朝
文
学
と
東
ア
ジ
ア
の
宮
廷
文
学
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇

八
年
五
月
)
。

(3
)
以
下
の
引
用
に
当
た

っ
て
は
新
潮
社
日
本
古
典
集
成
本

(大
曽
根
章

介

・
堀
内
秀
晃
校
注
、
昭
和
五
八
年
九
月
)
を
用
い
た
。
猶
、
『千
載

佳
句
』

に
つ
い
て
は
金
子
彦
二
郎
の
翻
刻

(『増
補
平
安
時
代
文
学
と

一
〇
三



『
屏
風
土
代
』
を
読
む

白
氏
文
集

-

句
題
和
歌

・
千
載
佳
句
研
究
篇

1

』
芸
林
舎
、
昭

和
五
二
年
五
月
覆
刻
版
)

に
依

っ
て
い
る
。

(
4
)
本
朝

の
早

い
例

「
翫
二
落
花

一、
落

花

迸
灑

不
レ
択

レ
地
」

(滋

野
貞

主

「奉

レ
和
二
御

製
江
上
落

花
詞

一」
『
雑
言
奉
和

』)
は
花
弁

を
表
現

す
る

も

の
で
、
白
詩
同
様
視
覚
的
に
把
握
さ
れ
る
事
象

に
使
わ
れ

て
い
る
点

で
や
は
り
朝
綱
作
と
は
異
な
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

(5
)

詳
し
く
は
研
究
史
を
ふ
ま
え
た
近
年

の
論

に
、

三
木
雅
博
氏

「「
匂
」

字
と

「
に
ほ
ふ
」
r

菅
原
道
真
と
和
語
の
漢
字
表
記
1

」

(『
文

学
史
研
究
』

第
二
三
号
、

一
九
八
二
年

一
二
月
。

『
平
安
詩
歌

の
展
開

と
中
国
文
学
』

〈和
泉
書
院
、

一
九
九
九
年

一
O
月
〉
収
録
)、
朱

捷
氏

「「匂
」

と
い
う
字

の
由
来

及
び
そ
こ
か
ら
み
る
日
本
人

の
嗅
覚

と
中

国

人

の
聴
覚
」

(『同
志
社
女

子
大
学

日
本

語
日
本
文
学
』
第

一
〇

号
、

平

成

一
〇
年

一
O
月
)
「再

び

「
匂
」
と

い
う
字

の
由
来

に

つ
い

て
」

(『同
志
社
女
子
大
学

学
術
研
究
年
報
』
第

四
九
巻

W
、

一
九
九

八
年

一
二
月
)

が
あ

る
の
で
参
照

さ
れ
た
い
。

(
6
)

「
白
楽
天
の

『
提
壺
鳥
』

の
詩

と
平
安
朝
漢
詩
」

(『大
手
前
女
子
大
学

論
集
』

三

一
号
、

一
九
九
八
年

二
月
)
。

(
7
)
鶯

の
老

い
た
声
と

い
う
表
現

に

つ
い
て
は
北
山
円
正
氏

「老
鶯
と
鶯

の

老

い
声
」

(『神
女
大
国
文
』
第

一
九
号
、
平
成

二
〇
年
三
月
)
参
照
。

一
〇
四

(
8
)
澤
崎
久
和
氏

「
『招
客
』

の
詩

ー

白
居
易
詩
の
表
現

」

(『
白

居
易
研
究
年
報
』
五
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
)
参
照
。

(9
)
以
下
は
黒
田
彰
氏
他
編

『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
(全
四
冊
、
大

学
堂
書
店
、

一
九
八
九
年

一
月
～

一
九
九
七
年
六
月
)
に
依
る
。

(10
)

「猿
声
考
」

(『
詩
語
の
諸
相

ー

唐
詩

ノ
ー
ト

ー

』

研
文
出
版
、

一
九
八

一
年
)。

(11
)
猶
、
范
蠡
の
故
事

の
演
変

に

つ
い
て
は
山
田
尚

子
氏

「
拡
大
す
る
范
蠡

像

-

商
人
と
釣
翁
-

」
(『
和
漢
比
較
文
学
』
三

一
号
、
平
成

一

五
年
八
月
)
参
照
。

(12
)
本

稿
校
正
中

に
、
後
藤

昭
雄
氏

「
平
安
朝

に
お
け
る

『文

選
』

の
受
容

ー

中
期
を
中
心
に
ー

」

(『文
学
』
第

一
〇
巻
第
三
号

〈特
集
11

日
本
漢
詩

の

エ
ー
ト

ス
〉

二
〇
〇
九
年

五
-
六
月
、

岩
波
書
店
)

の
論

に
接

し
た
。

そ
れ
は

「北
山
移
文
」

の
本
朝

に
お

け
る
享
受

の
様
相
を

詳
述

し
た
も

の
で
、

「山
中
自
述
」

詩

で
稿
者
が
言
及
し
た

「鶴
頭
」

の
こ
と
に
も
触
れ
、

「書
斎
独
居
」

詩

の

「澗
戸
」

「俗
客
」
、

そ
の
第

七
句

の
表
現
も
孔
稚
珪

の
表
現

に
倣

っ
た
も

の
で
あ

る
と
指
摘
し

て
お

ら

れ
る
の
で
是
非
参
照

さ
れ

た
い

(末
尾

に
倉
卒

な
付
注

で
対
応
せ
ざ

る
を

え
な
か

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

る
)
。


